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ギャラリー1 ギャラリー2

歴史展示スペース

〔館概要〕

名 称 佐賀大学美術館
所 在 地 佐賀市本庄町１番地
基本設計 佐賀大学
実施設計 ㈱梓設計九州支社／協力：㈱ワークヴィジョンズ
監 理 佐賀大学環境施設部
施 工 建築：金子建設㈱

電気：㈱佐電工
機械：㈱九電工

構 造 鉄骨造・地上２階建
延床面積 １，５０２㎡
展示面積 ４６２㎡

ギャラリー１ １０６㎡ ギャラリー２ １０６㎡ スタジオ １１１㎡
特別展示室 ４８㎡ 小展示室 ３４㎡ 歴史展示スペース ５７㎡

そ の 他 プロムナード 中庭 ブリッジ
設 備 トイレ 多目的トイレ ロッカー
併 設 カフェ
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〔沿革〕

平成２３年１月４日 学長年頭挨拶で美術館設置計画を発表
平成２３年６月８日 佐賀大学役員会にて美術館設置諮問委員会からの答申書を報告。

美術館の設置を審議・了承。同時に３WG（設置募金、利用、建設）についても報告
平成２３年１２月２０日 美術館基本設計建設コンサルタント選定委員会で基本設計コンサルタント選定
平成２４年２月２２日 佐賀大学役員会にて基本設計のイメージを説明、募金趣意書の作成を提案・了承
平成２４年５月１４日 基本設計納入
平成２４年１２月２９日 美術館実施設計終了
平成２５年２月１４日 新営工事起工式
平成２５年６月２６日 美術館規則、美術館運営委員会規定制定
平成２５年８月３０日 美術館建設工事竣工
平成２５年９月２８日 佐賀大学統合１０周年記念式典・佐賀大学美術館開館記念式典
平成２５年１０月２日 一般公開開始
平成２６年１０月２４日 入館者５万人達成
平成２６年度 第１８回佐賀市景観賞受賞（２０１５年１月２２日（木））
平成２８年２月１９日 入館者１０万人達成

〔設立主旨〕

平成２５年１０月、旧佐賀大学と佐賀医科大学の統合１０周年記念
事業として佐賀大学美術館は誕生しました。美術館と、併せて整備
された正門エリアは、「地域に開かれた大学」という佐賀大学の理念
を象徴するものです。美術館は、総合大学である佐賀大学の魅力を
多方面に向けて、より多くの人に知っていただくための情報発信源とし
て活用されています。

〔活動目的〕

佐賀大学が所有する資料や、美術・工芸に関連する作品を収
集・保管・展示するとともに、文化芸術の新しい活動や表現を地域の
方 と々ともに作り上げ、総合大学が生み出すさまざまな研究成果を周
知・公開していきます。
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学務部教務課（学芸員等）

外部評価組織 館　　長

副館長

各学部等運営委員会

〔組織図〕

〔職 員〕

館長 後 藤 昌 昭
副館長 德 安 和 博
主任（学芸員） 佐々木 奈美子

（～平成２９年９月３０日）
係長 枝 國 武 司

（平成２９年１０月１日～）
事務員（再雇用） 西 村 彰
事務補佐員（学芸員） 鬼 塚 美津子
事務補佐員（学芸員） 今 村 真由美
事務補佐員（学芸員） 出 口 智佳子

平成３０年３月３１日現在

〔運営委員〕

委員長（館長） 理事 後 藤 昌 昭
副委員長（副館長） 教授 德 安 和 博
委員 准教授 和 田 学
委員 教授 柳 健 司

（～平成２９年９月３０日）
委員 準教授 花 田 伸 一

（平成２９年１０月１日～）
委員 准教授 小 川 哲 彦
委員 准教授 村 田 尚 恵

（～平成２９年９月３０日）
委員 准教授 室 屋 和 子

（平成２９年１０月１日～）
委員 准教授 後 藤 隆太郎

（～平成２９年９月３０日）
委員 教授 後 藤 聡

（平成２９年１０月１日～）
委員 教授 白 武 義 治

（～平成２９年９月３０日）
委員 准教授 中 井 信 介

（平成２９年１０月１日～）
委員 学務部長 池 尻 英 一
委員 佐賀大学 金 丸 安 隆

同窓会長
委員 教授 荒 木 博 申
委員 財務部長 猿 渡 毅

平成３０年３月３１日現在
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［年 報］

３ 館概要

４ 沿革

５ 組織図

７ 平成29年度の活動

1．展示記録（主催）

2．展示記録（企画申請）

3．実習・研修

4．刊行・掲載・見学

5．寄附

6．職員の館外調査研究・研修等

7．新収蔵作品

8．作品修復・貸出

9．入館者一覧表

［紀 要］

４３ 展覧会報告書

「塑像と素材－佐大の彫刻」展

―展覧会報告と緒方敏雄、古賀忠雄について

今村 真由美（佐賀大学美術館 学芸員）

研究ノート

岩永京吉作品における女性像の一考察

―佐賀大学美術館所蔵《裸婦》（1963）を中心に

出口 智佳子（佐賀大学美術館 学芸員）
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〔平成２９年度の活動〕

平成２９年４月２１日 「塑像と素材―佐大の彫刻」（～８．２０）
４月２８日 「佐賀大学と『美協展』」（～６．１１）
６月１６日 「新収蔵品展 緒方敏雄・久富邦夫・楢崎重視―官立佐賀師範の青春」（～７．１６）
８月２４日 「佐賀の染色文化～鈴田照次・滋人から城秀男と佐賀県染織作家協会の今」（～１０．９）
１０月１７日 「たたずむ女性たち―所蔵品にみる女性像」（～３．２５）
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１．展示記録（主催）

塑像と素材―佐大の彫刻

《展覧会概要》
佐賀大学の彫刻教室初代教授である緒方敏雄と非常勤講師として駆け付けた古賀忠雄の２名を筆
頭に、山本民二、成冨宏、德安和博ら彫刻教室の歴代教授と非常勤講師であった安永良徳の作品を
紹介した。
《会期》平成２９（２０１７）年４月２１日（金）～８月２０日（日）
《開館日数》１０３日間
《会場》特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《協力》成冨宏（佐賀大学名誉教授）、德安和博（佐賀大学教授）
《展示構成》彫刻７点
《入館者数》２，６３６人
《広報物》チラシ、ポスター、外看板、HP、FB
《配布資料》チラシ、目録

チラシ
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出品リスト
No 作家名 作品名 制作年 寸法（cm） 素材 所蔵先
１ 緒方敏雄 女性立像 １３３×３０×２７ FRP 佐賀大学美術館（山田 智氏寄贈）
２ 安永良徳 人物 ３０×９．７×９ ブロンズ 佐賀大学美術館
３ 古賀忠雄 男の顔 ７０．４×２２．６×２７．７ 石こう 佐賀大学美術館
４ 古賀忠雄 男の顔 １９４７，８（昭和２２，２３） ６６×２２×２９ ブロンズ 佐賀大学美術館
５ 山本民二 無題 １９７９（昭和５４） ４６．５×４０×２６．１ FRP 佐賀大学美術館
６ 成冨 宏 亜紀 ２００１（平成１３） ８０×４６×２８ FRP 作者蔵
７ 德安和博 アンドロメダ ２０１７（平成２９） FRP 作者蔵
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＜美協100回展関連企画＞佐賀大学と美協展

《展覧会概要》
大正２年に発会した佐賀美術協会による総合美術展「美協展」が１００回展を迎えるにあたり企画さ
れた。
本展では、佐賀大学の在校生・卒業生の公募部門の作品の中から一席である「美協賞」を受賞し

たおよそ８０名の１００点について追跡し、作者・所蔵者の協力の下、約３０点を展示した。出品が叶わな
かった作品も、写真や当時の新聞記事などで可能な限り紹介し、「特美」の時代から第９９回展まで、
６０年以上に渡り並走しながら地方画壇を守ってきた佐賀大学と佐賀美術協会の歴史を紐解いた。
《会期》平成２９（２０１７）年４月２８日（金）～６月１１日（日）
《開館日数》３９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学美術館
《協力》佐賀美術協会
《展示構成》美協展で第一席を受賞した作品（西洋画、日本画、彫塑、工芸）３４点

写真パネル２３点、新聞記事などの資料他
《入館者数》３，１６８人
《広報物》チラシ、ポスター、外看板、HP、FB
《配布資料》チラシ
《関連事業》ギャラリートーク

第１回 「われら昭和６０年代組―最後の特美生」
日時：５月１４日（日）

第２回 「開幕！１００回展―美協展と佐賀大学」
日時：５月２７日（土）

第３回 「佐大の青春―思い出の先生・先輩・仲間たち」
日時：６月１０日（土）
※いずれも１３：３０～

ポスター

第1回ギャラリートーク

第3回ギャラリートーク 第2回ギャラリートーク

１０



出品リスト
No. 作家名 タイトル 受賞年 素材・形状 寸法 出品歴 所蔵先
１ 金子 剛 母と子と １９６１（昭和３６） 油彩・カンヴァス １３０．３×９７ 第４４回佐賀美術協会展 作者蔵
２ 下平武敏 学芸会 １９６５（昭和４０） 油彩・カンヴァス １１２．２×１４５．５ 第４８回佐賀美術協会展 作者蔵
３ 宮尾正隆 つぼ １９６６（昭和４１） 陶器 ３５×２４×２４ 第４９回佐賀美術協会展 作者蔵
４ 杉原紘捷 花笠をのせた牛 １９６７（昭和４２） 油彩・カンヴァス １４５．５×１１２．２ 第５０回佐賀美術協会展 作者蔵
５ 竹永 正 讃歌 １９６９（昭和４４） 布 １２４×８８ 第５２回佐賀美術協会展 作者蔵
６ 山田直行 蒼い風 １９７１（昭和４６） 油彩・カンヴァス １６２×１３０．３ 第５４回佐賀美術協会展 作者蔵
７ 山田直行 蒼い影 １９７２（昭和４７） 油彩・カンヴァス １６２×１３０．３ 第５５回佐賀美術協会展 作者蔵
８ 下村康二 ある日の印象（３） １９７５（昭和５０） 油彩・カンヴァス １３０．３×１６２ 第５８回佐賀美術協会展 金立特別支援学校
９ 執行安正 朝市 LAST １９７６（昭和５１） 油彩・カンヴァス １３０．３×１６２ 第５９回佐賀美術協会展 作者蔵
１０ 塚本猪一郎 裁縫（第６０回記念賞同時出品作） １９７７（昭和５２） 油彩・カンヴァス １３０．３×１６２ 第６０回佐賀美術協会展 作者蔵
１１ 大石恵三 ブランコ １９７８（昭和５３） 油彩・カンヴァス １６２×１３０．２ 第６１回佐賀美術協会展 作者蔵
１２ 宮﨑 甲 男の首 １９７９（昭和５４） セメント（台座：石） H３１．５ 第６２回佐賀美術協会展 佐賀県立美術館
１３ 石橋國男 若葉 １９８４（昭和５９） 磁器 ２１．５×３８×３８ 第６７回佐賀美術協会展 作者蔵
１４ 德安和博 束縛と抵抗 １９８８（昭和６３） FRP H１７６ 第７１回佐賀美術協会展 佐賀県立美術館
１５ 片山徹也 漂立 １９９０（平成２） 岩絵具・和紙 ９１×１１６．６ 第７３回佐賀美術協会展 作者蔵
１６ 犬童昭久 トルソー １９９４（平成６） FRP ４５×３０×３０ 第７７回佐賀美術協会展 作者蔵
１７ 五貫研司 満ちゆく月に １９９５（平成７） 岩絵具・和紙 １３０．２×１６２ 第７８回佐賀美術協会展 佐賀県立美術館
１８ 野田和弘 舞う １９９５（平成７） 木彫・金属 １４３×２０４×１１１ 第７８回佐賀美術協会展 個人蔵
１９ 佐藤 文 仕事場 １９９７（平成９） 岩絵具・紙 １３０．３×９７ 第８０回佐賀美術協会展 作者蔵
２０ 石丸英章 ３１：ONLY A HOBO １９９８（平成１０） 岩絵具・紙 １６２×１１１．７ 第８１回佐賀美術協会展 佐賀県立美術館
２１ 神之浦修一 完璧な恐怖の中で ２００１（平成１３） 岩絵具・紙 第８４回佐賀美術協会展 作者蔵
２２ 八谷真弓 ガロア ２００２（平成１４） 岩絵具・雲肌麻紙 １１９．７×９１ 第８５回佐賀美術協会展 作者蔵
２３ 市丸未来 花 －heart and time- ２００３（平成１５） アクリル・カンヴァス １３０．２×１６２ 第８６回佐賀美術協会展 作者蔵
２４ 瀬戸口朗子 カミカクシ ２００４（平成１６） 布・アクリル他 １６２×１６２ 第８７回佐賀美術協会展 作者蔵
２５ 小泉夕可利 すってんこ ２００４（平成１６） 木彫（クスに着色） ９０×９０×１００ 第８７回佐賀美術協会展 作者蔵
２６ 鳥谷さやか 記憶の回路 ２００９（平成２１） 木綿布・反応染料 １７０×１００ 第９２回佐賀美術協会展 作者蔵
２７ 大神 明 幹 ２０１１（平成２３） FRP １６５×８０×７０ 第９４回佐賀美術協会展 作者蔵

２８ 川原恵吏佳 幼い馬と悲壮な決意を持った調教師 ２０１２（平成２４） FRP ５５×２２．５×６４．５
５３×２８．５×５０ 第９５回佐賀美術協会展 作者蔵

２９ 富安真璃子 玄関 ２０１２（平成２４） 岩絵具・和紙 １１６．６×９１ 第９５回佐賀美術協会展 作者蔵
３０ 深町聡美 ねかはくは ２０１３（平成２５） 岩絵具・墨ほか・和紙 １６２×１３０．２ 第９６回佐賀美術協会展 作者蔵
３１ 松本凌介 旅の理由 ２０１４（平成２６） シナベニヤ・綿布・白亜地・油彩 １６２×１６２ 第９７回佐賀美術協会展 作者蔵
３２ 町田聡子 音のない声 ２０１４（平成２６） 石こう ８０×４５×４０ 第９７回佐賀美術協会展 作者蔵
３３ 池田朱音 あおいはな あかいはな ２０１４（平成２６） 染料・布 ９２×６５（各） 第９７回佐賀美術協会展 作者蔵
３４ 眞崎 友 雑踏を聴く ２０１５（平成２７） FRP １１５×５５×３５ 第９８回佐賀美術協会展 作者蔵

写真（パネル）紹介
No. 作家名 タイトル 受賞年 素材・形状 寸法 出品歴 画像提供・引用
３５ 金子 剛 仲良し １９６１（昭和３６） 油彩・カンヴァス 第４４回佐賀美術協会展 作者提供
３６ 杉森克彦 少女 １９６６（昭和４１） 石こう 第４９回佐賀美術協会展 作者提供
３７ 森山洋子 自転車置場 １９８０（昭和５５） 布・染料 第６３回佐賀美術協会展 作者提供
３８ 髙石次郎 時間よ止まれ Ⅱ １９８２（昭和５７） 陶器 ７３×５２×１１ 第６５回佐賀美術協会展 作者提供
３９ 西澤秀行 紫光 １９８４（昭和５９） 岩絵具・雲肌麻紙 １１６．６×９１ 第６７回佐賀美術協会展 作者提供
４０ 岩尾徳治 雨の詩 １９８５（昭和６０） FRP 第６８回佐賀美術協会展 作者提供
４１ 西澤秀行 この狭い部屋の １９８６（昭和６１） 岩絵具・雲肌麻紙 １００×１００ 第６９回佐賀美術協会展 作者提供
４２ 岩尾徳治 柔（私の空間） １９８６（昭和６１） FRP 第６９回佐賀美術協会展 作者提供
４３ 湯浅義明 景過 １９８７（昭和６２） アクリル・板パネル １３０．３×１６２ 第７０回佐賀美術協会展 作者提供
４４ 浜口和之 足音 １９８８（昭和６３） シナベニヤ・アクリル・岩彩 １３０．３×９７ 第７１回佐賀美術協会展 作者提供

４５ 塚原康之 ながいかみ １９９１（平成３） FRP 第７４回佐賀美術協会展 「第８０回佐賀美協展記念誌」
（１９９０）より

４６ 小石 克 ありがとう １９９６（平成８） 木彫（クス） ２４０×１００×１００ 第７９回佐賀美術協会展 作者提供
４７ 川島源次郎 像 ２０００（平成１２） 木彫（クス） １２０×１８０×１２０ 第８３回佐賀美術協会展 作者提供
４８ 内川明日香 親愛 ２００３（平成１５） 岩絵具・紙 １６２×９７ 第８６回佐賀美術協会展 作者提供
４９ 立花克樹 Studio ０５’ ２００５（平成１７） 木彫（クスに着色） ８５×１２０×５０ 第８８回佐賀美術協会展 作者提供
５０ 立花克樹 国境の南 ２００６（平成１８） 木工（クス） ６５×３５×３２ 第８９回佐賀美術協会展 作者提供
５１ 仁戸田典子 共存の大地 ２００８（平成２０） 油彩・カンヴァス １６２×１６２ 第９１回佐賀美術協会展 作者蔵
５２ 白石恵里 水影 ２００８（平成２０） FRP １７５×５５×６０ 第９１回佐賀美術協会展 作者蔵
５３ 白石恵里 暁鐘－はじまり－ ２００９（平成２１） FRP・セメント １９５×７０×４０ 第９２回佐賀美術協会展 作者蔵
５４ 仁戸田典子 くりかえしの四つの壺 ２０１０（平成２２） パネルに綿布・白亜地に油彩 １１６．６×１１６．６ 第９３回佐賀美術協会展 作者蔵
５５ 高松正慎 swell ２０１０（平成２２） FRP 第９３回佐賀美術協会展 作者蔵
５６ 真崎 静 ホットスポットチキュウ ２０１１（平成２３） シナベニヤ・アクリルガッシュ・銀箔 他 ９５×１４４ 第９４回佐賀美術協会展 作者提供
５７ 古田夏海 調和 ２０１１（平成２３） 綿布 １５０×１５０ 第９４回佐賀美術協会展 作者提供

※No.１「母と子と」、No.３５「仲良し」は２点同時受賞
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平成28年度寄贈作品による新収蔵品展
緒方敏雄・久富邦夫・楢崎重視 官立佐賀師範の青春
《展覧会概要》
平成２８年度新収蔵品の中から、佐賀大学開学当初から美術を教え、「特美」の礎を築いた緒方敏
雄（彫刻）の女性像２体、久富邦夫（洋画）の在京時代からの絵画及び大学に関する資料、唐津出
身の洋画家・楢崎重視の絵画３点と資料約１０点を展示。同時に、佐賀大学の前身の一つで三者と関
わりの深い「官立佐賀師範学校」についても紹介した。
《会期》平成２９（２０１７）年６月１６日（金）～７月１６日（日）
《開館日数》２７日間
《会場》ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学美術館
《展示構成》彫刻２点、油絵９点、資料１０点 計２１点
《入館者数》１，９５０人
《広報物》チラシ、ポスター、外看板、HP、FB
《配布資料》チラシ
《関連事業》ギャラリートーク

担当学芸員による１５分程のワンポイント解説
日時：会期中毎週木曜（６月２２日、２９日、７月６日、１３日）

いずれも１２：３５～１２：５０

チラシ

外観 第2回ギャラリートーク 第4回ギャラリートーク
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出品リスト
No 作家名 作品名 制作年 寸法（cm） 素材 寄贈者
１ 久富邦夫 扇 １９４０（昭和１５）年代 ９１×７２．７ 油彩・カンヴァス 久冨家
２ 久富邦夫 手紙 １９８４（昭和５９） ９１×７２．７ 油彩・カンヴァス 久冨家
３ 久富邦夫 絵のある部屋 １９４３（昭和１８） １４５．５×９７ 油彩・カンヴァス 久冨家
４ 久富邦夫 祭りの日 １９７４（昭和４９） １６２×１３０．３ 油彩・カンヴァス 久冨家
５ 緒方敏雄 夏折々 １９８４（昭和５９） １７３×５８．３×４１．４ FRP 山田 智氏
６ 緒方敏雄 夏・一章 １９８５（昭和６０）頃 １７３．５×５３×４２．５ FRP 山田 智氏
７ 楢崎重視 五部浄像 １９８３（昭和５８） ５３×４５．５ 油彩・カンヴァス 楢崎重視氏
８ 楢崎重視 ヴォティーフ教会 １９９９（平成１１） １９４×１３０．３ 油彩・カンヴァス 楢崎重視氏
９ 楢崎重視 白壁の家 ２０１５（平成２７） １３０×１６２ 油彩・カンヴァス 楢崎重視氏
１０ 久富邦夫 モデルとY 先生 １９４９（昭和２４） ９１×７２．７ 油彩・カンヴァス 久冨家
１１ 久富邦夫 松島風景 １９４０（昭和１５） ２２×２７．３ 油彩・カンヴァス 久冨家

資料
No 作家名 資料名 制作年 寸法（cm） 素材・形状 寄贈者
１２ 楢崎重視 日記 １９４２（昭和１７）～

１９５１（昭和２６） 冊子・手帳 楢崎重視氏
１３ 楢崎重視 創風会 美術展覧会目録 １９４７（昭和２２） ４２×２９．７ 紙／目録 楢崎重視氏
１４ 久富邦夫 「北島浅一先生と私」 １９８６（昭和６１） 佐賀新聞 久冨家
１５ 久富邦夫 「あの頃」 １９８７（昭和６２） 図録「石本秀雄展」

１４０頁 久冨家
１６ 久富邦夫 「石本秀雄さんのこと」 １９８６（昭和６１） 原稿用紙 久冨家
１７ 久富邦夫 「回想 北島浅一先生」 １９８６（昭和６１） 原稿用紙 久冨家
１８ 久富邦夫 第一回「郷土作家油絵展」目録 １９４６（昭和２１） 目録 久冨家
１９ 第１８回「佐賀美術協会展」目録 １９３４（昭和９） 目録 久冨家
２０ 『佐賀師範学校 創立第五十周年

記念号』相信會部報 １９３４（昭和９） 久冨家
２１ 緒方敏雄 愛用の石こうベラ 山田 智氏
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佐賀の染色文化
鈴田照次・滋人から城秀雄と佐賀県染織作家協会の今
《展覧会概要》
「文様的」あるいは「絵画的」に自然や風物を染め上げた佐賀の染色作品を先達、トップランナーか
ら、設立３５周年を迎えた佐賀県染織作家協会の会員たち、次世代を担う学生や県内各地で制作普及
に尽力する市民の活動まで、一部に染織の作品も織り交ぜ、約１４０点を紹介した。
会期中は作家を招き、基調講演やパネルディスカッション、ギャラリートークを開催した。

《会期》平成２９（２０１７）年８月２４日（木）～１０月９日（月・祝）
《開館日数》４１日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、特別展示室、小展示室
《主催》佐賀大学美術館
《共催》佐賀県染織作家協会
《後援》佐賀県、佐賀県教育委員会、佐賀市、佐賀市教育委員会、（公財）佐賀県芸術文化協会、
佐賀新聞社、西日本新聞社、サガテレビ、NHK 佐賀放送局、エフエム佐賀
《展示構成》染色１３９点、織物５点 計１４４点（展示替え含む）
《入館者数》５，２４９人
《広報物》チラシ、ポスター、DM、リーフレット型スケジュール、外看板、

HP、FB
《配布資料》チラシ、ポスター、DM、リーフレット型スケジュール
《関連事業》記念シンポジウム

基調講演「染の美を求めて」
講師：鈴田滋人氏（重要無形文化財保持者）
パネルディスカッション「佐賀の染色 未来への展望」
講師：鈴田滋人氏

田中嘉生氏（佐賀大学名誉教授）
鈴田 浩氏（佐賀県染織作家協会会長）

日時：９月２日（土）１３：００～
会場：佐賀大学教養教育１号館 １２５番教室

担当学芸員によるギャラリートーク
日時：８月２７日（日）、９月２４日（日）いずれも１４：００～

ポスター

基調講演

パネルディスカッション
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第1回ギャラリートーク 第2回ギャラリートーク
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出品リスト
No. 作家名 作品名 制作年 技法・形状（㎝） 出品歴 所蔵先
染の美を求めて
１ 鈴田照次 型絵染着物「雨文」 １９６８（昭和４３） 第５回伝統工芸染織展（「雨紋」として出品） 鈴田滋人氏
２ 鈴田照次 型絵染着物「群鶴」 １９７１（昭和４６） 伝統工芸第８回日本染織展 鈴田滋人氏
３ 鈴田照次 木版摺更紗着物 紬「麦穂文」 １９７７（昭和５２） 第２４回日本伝統工芸展 鈴田滋人氏
４ 鈴田照次 木版摺更紗着物「山果鳥文」 １９８０（昭和５５） 第２７回日本伝統工芸展 鈴田滋人氏
５ 鈴田照次 型絵染帯「琉球松風景」 １９６８（昭和４３） 長さ／３８５幅／３２．８ 鈴田滋人氏
６ 鈴田照次 木版摺更紗帯「菜果文」 １９７８（昭和５３） 長さ／４３０．５幅／３０．７ 鈴田滋人氏
７ 鈴田滋人 木版摺更紗着物「間の空」 １９９１（平成３） 第２６回西部工芸展 正会員賞 作者蔵
８ 鈴田滋人 木版摺更紗着物「早春の花茎」 １９９２（平成４） 第２９回日本伝統工芸染織展文化庁長官賞 作者蔵
９ 鈴田滋人 木版摺更紗着物「儚花樹」 ２０１１（平成２３） 第５８回日本伝統工芸展 作者蔵
１０ 鈴田滋人 木版摺更紗着物「紫宴」 ２０１４（平成２６） 第６１回日本伝統工芸展 作者蔵
１１ 鈴田滋人 木版摺更紗帯「桃果文」 ２００９（平成２１） 長さ／５３４．４幅／３４．４ 作者蔵
１２ 鈴田滋人 木版摺更紗帯「涼雅」 ２０１２（平成２４） 第４７回西部伝統工芸展 作者蔵
資料 鈴田照次 デザイン帖№４８より １９７６（昭和５１）１２月 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 デザイン帖№４９より １９７７（昭和５２）１２月 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 「群鶴」関連スケッチ 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 「山果鳥文着物」関連 スケッチ 下図 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 「麦穂文」関連スケッチ 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 「琉球松風景帯」関連 琉球見聞画帖 鈴田滋人氏
資料 鈴田照次 「菜果文」関連スケッチ 鈴田滋人氏
書籍 鈴田照次 「染織の旅 源流を訪ねて」㈱芸艸堂 １９６９（昭和４４） 鈴田滋人氏
書籍 鈴田照次 「染織の旅」㈱芸艸堂 １９７２（昭和４７） 佐賀大学美術館
資料 鈴田滋人 デザイン帖№４８より １９７６（昭和５１）１２月 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 デザイン帖№４９より １９７７（昭和５２）１２月 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 「早春の花茎」関連スケッチ 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 「儚花樹」関連 制作工程スケッチ、デザイン、版木、設計図 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 「紫宴」関連 制作工程 スケッチ、デザイン、版木、設計図 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 「桃果文」関連スケッチ 鈴田滋人氏
資料 鈴田滋人 展示作品関連スケッチ ふきのとう、金魚、桃 鈴田滋人氏
佐賀大学染色教室
１３ 城 秀男 豊 １９６７（昭和４２） 第１０回日展 特選 佐賀大学美術館
１４ 城 秀男 妖異な円 １９７４（昭和４９） 改組第６回日展 佐賀大学美術館
１５ 小川泰彦 不知火の有明 １９７８（昭和５３） 改組第１０回日展 佐賀大学美術館
１６ 田中嘉生 解ける １９８２（昭和５７） 第１４回日展 佐賀大学美術館
１７ 田中嘉生 卯月の頃Ⅱ ２０１４（平成２６） 改組新第１回日展 特選 佐賀大学美術館
写真 （パネル） ある日の染色教室前 １９７３（昭和４８）頃 佐賀大学美術館
写真 （パネル） 染色教室・研究会 １９７５（昭和５０）頃 佐賀大学美術館
写真 （パネル） 城秀男退官記念展ー佐賀県立美術館前 １９７７（昭和５２） 佐賀大学美術館
写真 （パネル） 佐賀空港のためのパネルを制作する小川泰彦

手伝う田中嘉生と当時の染色教室の学生－佐賀大学にて ２００７（平成１９） 佐賀大学美術館
結成３５周年 佐賀県染織作家協会
１８ 青山幸子 鹿島錦ハンドバッグ「さざなみ」 １９６５（昭和４０） １２×２１×３ 作者蔵
１９ 青山幸子 鹿島錦 扇入れ「亀甲紋」 １９７３（昭和４８） ６×３５ 作者蔵
２０ 入来英成 炎 １９８９（平成元） 型絵染屏風 作者蔵
２１ 入来英成 season（連作Ⅱ） ２０１５（平成２７） 型絵染 パネル 作者蔵
２２ 上野亜紀 かたばみ ２００９（平成２１） ろうけつ染 帯 作者蔵
２３ 上野亜紀 夏の夜 ２００７（平成１９） しぼり染 タペストリー 作者蔵
２４ 浦郷京公 舞浮立屏風 ２０１７（平成２９） 型絵染 屏風 作者蔵
２５ 浦郷京公 額縁「浮立１」 ２０１４（平成２６） 型絵染 作者蔵
２６ 太田京子 伸びる芽 ２０１４（平成２６） ろうけつ染 パネル 作者蔵
２７ 太田京子 静寂な夜に ２０１６（平成２８） ろうけつ染 パネル 作者蔵
２８ 大庭敬子 浅春の颯 ２０１５（平成２７） 縫いしぼり染 タペストリー 作者蔵
２９ 大庭敬子 命あっての物種 ２０１０（平成２２） 縫いしぼり染 タペストリー 作者蔵
３０ 岡﨑繁代 佐賀錦 刀袋「清籟」 ２０１６（平成２８） 草木染 作者蔵
３１ 岡﨑繁代 佐賀錦 袋「春がすみ」 ２０１７（平成２９） 草木染 作者蔵
３２ 緒方義彦 白い舎（Casablanca） ２０１７（平成２９） 木版糊捺染飾布（cotton） 作者蔵
３３ 緒方義彦 modern times － 望 － ２０１４（平成２６） 和紙型絵染（鍋野和紙） 作者蔵
３４ 小川泰彦 思い出スイス ２００２（平成１４） ろうけつ染 作者蔵
３５ 小川泰彦 朝の海 ２０１６（平成２８） ろうけつ染 作者蔵
３６ 倉﨑𠘑美子 型絵染 四つ身着物「彩」 １９９２（平成４） 作者蔵
３７ 倉﨑𠘑美子 型絵染 帯「すいかずら文」 ２０１０（平成２２） 型絵染 糊防染 作者蔵
３８ 生島悦子 逆上がりできたよ ２０１７（平成２９） 型染 パネル 作者蔵
３９ 生島悦子 蝶になったよ ２０１６（平成２８） 型染 パネル 作者蔵
４０ 鈴田 浩 柿渋型絵染「樹想」 ２０１１（平成２３） 型染 パネル 作者蔵
４１ 鈴田 浩 柿渋型絵染「松葉の万華鏡」 ２０１７（平成２９） 型染 タペストリー 作者蔵
４２ 副島佳奈子 疾走る ２００７（平成１９） ろうけつ染 パネル 作者蔵
４３ 副島佳奈子 ばらの小路 ２００４（平成１６） ろうけつ染 帯 作者蔵
４４ 藏樂瑞惠 風に乗って ２０１７（平成２９） 絹地に型染 屏風 作者蔵
４５ 藏樂瑞惠 曳山巡行 ２００９（平成２１） 絹地に型染、パネル 作者蔵
４６ 永石千賀子 やっとみつけた私Ⅰ ２０１７（平成２９） 絹地に型染 屏風 作者蔵
４７ 永石千賀子 やっとみつけた私Ⅲ ２０１７（平成２９） 染め・織り・縫い パネル 作者蔵
４８ 中島節子 型絵染 帯「蕨文」 ２００６（平成１８） ３６０×３１ 作者蔵
４９ 中島節子 笹の葉さらさら ２０１５（平成２７） 型絵染 着物 作者蔵
５０ 長谷川和子 春の訪れ ２０１６（平成２８） 型絵染 パネル 作者蔵
５１ 長谷川和子 夏の訪れ ２０１０（平成２２） 型絵染 パネル 作者蔵
５２ 馬場崎進 草木染 額「桜花」 ２００３（平成１５） 作者蔵

１６



No. 作家名 作品名 制作年 技法・形状（㎝） 出品歴 所蔵先
５３ 馬場崎進 草木染着物「縦絞り」 ２００６（平成１８） 作者蔵
５４ 山口けい子 型絵染着物「折鶴蘭文」 ２０１５（平成２７） 作者蔵
５５ 山口けい子 花文 ２０１７（平成２９） 型絵染 タペストリー 作者蔵
５６ 山口弘子 野積み ２０１５（平成２７） 型絵染 パネル 作者蔵
５７ 山口弘子 碍子 ２０１７（平成２９） 型絵染 タペストリー 作者蔵
５８ 山下常子 細胞分裂 ２０１５（平成２７） 型染 タペストリー 作者蔵
５９ 山下常子 天空に舞う花精 ２０１７（平成２９） 型絵染 タペストリー 作者蔵
６０ 𠮷田泰子 向かい干支一紋 ２０１５（平成２７） 染織デザイン「掛軸」 作者蔵
６１ 𠮷田泰子 みちくさ ２０１５（平成２７） 描き 着物 作者蔵
６２ 渡邊成樹 ある日の阿蘇 ２０１７（平成２９） ろうけつ染 屏風 作者蔵
６３ 渡邊成樹 晩秋日暮 ２０１６（平成２８） ろうけつ染 屏風 作者蔵
未来へのかけはし 佐賀大学染色教室２０１７
６４ 鳥谷さやか 軌跡の行方 ２００９（平成２１） 蝋染め シルクスクリーン 作者蔵
６５ 鳥谷さやか 断片Ⅰ ２００９（平成２１） 蝋染め シルクスクリーン 作者蔵
６６ 吉中美遥 こもっていた ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
６７ 吉中美遥 往く ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
６８ 内田有美 六月の華 ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
６９ 内田有美 立冬 ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
７０ 山口陽菜子 追憶 ２０１５（平成２７） 蝋染め 作者蔵
７１ 青木かのん もっともっと ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
７２ 青木かのん るんちゃんの浴衣 ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
７３ 南里成美 じろり ２０１６（平成２８） 蝋染め 作者蔵
７４ 南里成美 potato ２０１７（平成２９） 蝋染め 作者蔵
７５ 池田大地 ミナト ２０１７（平成２９） 蝋染め 作者蔵
７６ 増本瑶子 ひさかたの ２０１７（平成２９） 蝋染め 作者蔵
未来へのかけはし 地域に広がる染の文化
７７ 池田早苗 型絵染着物「唐おがたま」 作者蔵
７８ 池田光子 柿渋染「クレマチス」 型染 タペストリー 作者蔵
７９ 伊東公子 型絵染飾布「すずしろの花」 １３８×４５ 作者蔵
８０ 小田三津江 収穫の季（しゅうかくのとき） 型絵染 作者蔵
８１ 小柳孝子 型絵染着物「おしろい花紋」 作者蔵
８２ 久原万寿美 型絵染飾布「立葵」 １５４×４５ 作者蔵
８３ 桑田とも子 生平麻地型絵染「ancient の種」 １０３×４２ 作者蔵
８４ 梶原利伊子 柘榴果皮による絞染 絞染 作者蔵
８５ 川崎民恵 希望の泉 型染 タペストリー 作者蔵
８６ 志戸朋子 藍間 昼夜織 タペストリー 作者蔵
８７ 杉原朝美 秋の訪れ 型絵染 帯 作者蔵
８８ 上瀧順子 型絵染バッグ「山ぼうし」 ３５×３１ 作者蔵
８９ 園田孝子 型絵染バッグ「刺子地鳳梨文様」 ３０×４０ 作者蔵
９０ 嵩 浩子 晩夏の陽（おそなつのひかり） 型絵染 作者蔵
９１ 竹内小枝 草木染織着物「夕映え」 作者蔵
９２ 武部貴美子 型絵染飾布「どくだみ文様」 型絵染 作者蔵
９３ 富村隆子 絞り飾布「本藍染絞」 タペストリー 作者蔵
９４ 中島律子 柿渋染「ゆり」 型染 タペストリー 作者蔵
９５ 西田多恵子 カサブランカ 型絵染 帯 作者蔵
９６ 原田都已子 型絵染飾布「野いちご」 作者蔵
９７ 橋口眞智子 染額「春の森」 描き染 作者蔵
９８ 橋本洋子 蓮～追憶 型紙摺・手描併用 作者蔵
９９ 松尾鏡子 仮仕立て着物「雪華の舞」 淡灰地 菱綾いちご文綴風 浮織羖熨斗目（染）渋木・矢車・柘榴・刈安 作者蔵
１００ 松尾鏡子 薫風 緑地 纐纈絣綾（解織）佐志葛布帯地（染）渋木・藍・刈安・ゲレップ・柘榴 作者蔵
１０１ 松本幸子 ZAKURO ざくろ文様 型絵染飾布 作者蔵
１０２ 峰松アキ子 散歩 型絵染・型紙 スタンド 作者蔵
１０３ 峰松洋子 惠みの色 草木染織 ストール（染）つた・赤シソ・よもぎ 作者蔵
１０４ 諸岡真知子 型染帯「笹」 ５００×３７ 作者蔵
１０５ 山崎慶子 花てまり 型染 タペストリー 作者蔵
１０６ 山崎こずえ 型絵染飾布「HAKUSAI（GRACE）」 ２０５×４１ 作者蔵
１０７ 山下敏江 惠みの色 麻と大麻の間仕切り、織（四枚吉野） 作者蔵
１０８ 山本由貴子 独楽文様「こまや旗」 型紙摺 作者蔵
１０９ 吉原美恵子 型絵染飾布「弦之月」 １５０×８９ 作者蔵
１１０ 大塚利香子 佐賀錦「懐紙入れ」 １０×１６×２ 作者蔵
１１１ 夏秋明美 佐賀錦「額」 ３２×４１ 作者蔵
１１２ 西村慶子 佐賀錦「懐紙入れ」 １１×１７×２ 作者蔵
１１３ 内川由美 佐賀錦「額」 ２２×３７ 作者蔵
１１４ 西村 歩 佐賀錦「額」 ２１．５×３１ 作者蔵
１１５ 大石勝子 佐賀錦「大笛入れ」 １０．５×５５×６ 作者蔵
１１６ 川島加代子 佐賀錦「刀袋」 １５×６０×５ 作者蔵
１１７ 竹下てい子 佐賀錦「みやび袋」 １４×２０×１６ 作者蔵
１１８ 坂井啓子 佐賀錦「仲よし（立雛）」 ２５×３０×４３ 作者蔵
１１９ 中島春美 佐賀錦「バッグ」 ７．５×１８×２２ 作者蔵
１２０ 嶺川敦子 佐賀錦「バッグ」 １２×２１×２６ 作者蔵
１２１ 浦川ヒロヨ 蟹牡丹 縁二重雷文 鍋島緞通 作者蔵
１２２ 中村由子 花唐草文緞通「青空」 緞通 作者蔵
１２３ 百崎正子 花唐草文緞通 座布団「夏空」 緞通 作者蔵
１２４ 木下 真 華牡丹に松皮文様縁二重雷文 鍋島緞通 作者蔵
１２５ 木下由紀子 今宵の月 鍋島緞通 額装 作者蔵
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たたずむ女性たち―所蔵品にみる女性像

《展覧会概要》
「女性像」をテーマにした収蔵品を紹介する展覧会。西洋画では石本秀雄、久富邦夫、村岡平蔵、
深草廣平、日本画では岩永京吉、彫刻では山本民二と、本学旧教員および佐賀県出身画家らがそれ
ぞれの視点でとらえた女性像を展示した。
《会期》平成２９（２０１７）年１０月１７日（火）～平成３０（２０１８）年３月２５日（日）
《開館日数》１２８日間
《会場》特別展示室
《主催》佐賀大学美術館
《展示構成》絵画４点、日本画１点、彫塑２点、素描１点 計８点
《入館者数》４，１６３人
《広報物》チラシ、ポスター、外看板、HP、FB
《配布資料》チラシ、目録
《関連事業》ワークショップ

「おひなさまをつくろう！」
日時：２月１８日（日）第１部１０：００～ 第２部１４：００～
会場：佐賀大学美術館 １階
担当学芸員によるギャラリートーク
第１回 「一緒に見よう！―岩永京吉《裸婦》にみる女性像の魅力」
日時：平成２９年１１月２６日（日）
第２回 「佐大教員の女性像」
日時：平成２９年１２月２４日（日）
第３回 「佐賀大学ダイバーシティ推進室合同企画！」
日時：平成３０年１月２８日（日）
第４回 「表現された『女性』たち―モデルと画家」
日時：平成３０年３月２５日（日）
※いずれも１５：００～

チラシ
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出品リスト
No 作家名 作品名 制作年 寸法（cm） 素材 所蔵先
１ 村岡平蔵 若いからだ １９７５（昭和５０）年代 ５０．２×７３．２ 油彩・カンヴァス 佐賀大学美術館
２ 村岡平蔵 かがみ １９８４（昭和５９） ５０．２×７３．２ 油彩・カンヴァス 佐賀大学美術館
３ 岩永京吉 裸婦 １９６３（昭和３８） １３６×９０ 日本画・岩絵具 佐賀大学美術館
４ 深草廣平 婦人像 １９８９（平成元） １６２×１３０．５ 油彩・カンヴァス 佐賀大学美術館
５ 久富邦夫 扇 １９４０（昭和１５） １１６．６×７２．７ 油彩・カンヴァス 佐賀大学美術館
６ 石本秀雄 パリのモデル １９６４（昭和３９）頃 ６３．３×４８．２ コンテ・紙 佐賀大学美術館
７ 山本民二 暦年 １１７．５×４３×２６．７ 石こう 佐賀大学美術館
８ 山本民二 無題 １９７９（昭和５４） ４６．５×４０×２６．１ FRP 佐賀大学美術館

第2回ギャラリートーク 第3回ギャラリートーク

ワークショップ ワークショップ
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２．展示記録（企画申請）

地域の文化財群としての小城鍋島文庫蔵書展

小城鍋島文庫は、小城藩の藩主鍋島家と藩校より伝来した、佐賀
大学附属図書館の所蔵する約６，４００点に及ぶ典籍と文書からなるコ
レクション。本展ではその一部である典籍１５点を展示したほか、解題
と一部の画像をパネルとして紹介。最終日にはシンポジウム「肥前鍋
島家の文雅」が開催された。

《会期》平成２９（２０１７）年４月２８日（金）～５月１４日（日）
《開館日数》１５日間
《会場》小展示室
《主催》佐賀大学地域学歴史文化研究センター／小城鍋島文庫研

究会
《後援》九州中国学会

発掘された佐賀2017―佐賀県発掘調査成果展―

平成２７年度から２８年度までに佐賀県内で発掘調査された１２遺跡
の成果発表展。佐賀県教育委員会と佐賀大学の共同で開催した。
中近世の城館跡をはじめ、徳川家康の内陣跡、唐津窯跡など多様
な考古資料を展示した。会期中、「発掘された佐賀２０１７―佐賀県
発掘調査速報―」の関連調査報告会が開催された。

《会期》平成２９（２０１７）年７月７日（金）～７月１６日（日）
《開館日数》９日間
《会場》ギャラリー１
《主催》佐賀県教育委員会／佐賀大学地域学歴史文化研究セン

ター／佐賀大学全学教育機構
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芸術表現基礎・地域デザイン基礎 成果発表展
本学の芸術地域デザイン学部１年生１１６名が「芸術表現基礎」

「地域デザイン基礎」の授業で取り組んだ制作や活動の成果として、
およそ５００点の作品を発表した。
「彫刻」「絵画」「デザイン」「フィールドワーク」「工芸マネジメン

ト」５つのテーマを設定し、デッサンから焼き物まで多様な作品を展
示した。更にオープンキャンパスに合わせ、学生によるギャラリートー
クも実施された。

《会期》平成２９（２０１７）年７月２２日（土）～８月１０日（木）
《開館日数》１７日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部

深川善次先生と教え子達展
本学で西洋画を教えた元教授、深川善次氏の作品を中心に、教

え子やゆかりの作家の作品を展示した。会期中にはギャラリートークも
行われ、佐賀県の美術界及び教育界の振興・発展に尽力した深川
氏の功績について、多くの方 に々認識される機会となった。

《会期》平成２９（２０１７）年８月１６日（水）～８月２０日（日）
《開館日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》「深川善次先生と教え子達展」実行委員会／佐賀西高等学

校美術部OB会

２１



第8回 璞友会展

佐賀県内で書や水墨画を学んでいる「璞友会」が定期的に行っ
ている展覧会。当館で開催されるのは今回で３回目となる。本年度
は指導者を含めた２２名による、６５点の書作・水墨画を展示した。

《会期》平成２９（２０１７）年１０月１７日（火）～１０月２２日（日）
《開館日数》６日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》璞友会

平成29年度 JA共済小・中学生第53回書道・第43回交通安全ポスターコンクール

JA 共済が文化支援事業として毎年実施している全国規模のコン
クールの入賞作品展。
当館では応募された書作品およびポスターの中から、入選・入賞

を果たした３２４点を展示した。

《会期》平成２９（２０１７）年１０月２６日（木）～１１月５日（日）
《開館日数》１０日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》農業協同組合／全国共済農業協同組合連合会佐賀県本部
《後援》佐賀県／佐賀県教育委員会／佐賀県警察本部／佐賀県農

業協同組合中央会／NHK 佐賀放送局／サガテレビ／NBC
ラジオ佐賀／エフエム佐賀／佐賀新聞社／日本農業新聞
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佐賀大学美術・工芸課程 第59回 総合展

本学の文化教育学部美術・工芸課程の３年生を中心に運営され
る、伝統ある学生主体の総合美術展。当館での開催は今回が５回
目。西洋画、日本画、彫塑、陶芸、染色、木工、デザインと専攻の
枠を超えた様 な々作品を展示したほか、来場者参加型のモザイク
アート作品を制作するワークショップを行った。

《会期》平成２９（２０１７）年１１月１０日（金）～１１月１９日（日）
《開館日数》９日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室
《主催》第５９回総合展実行委員会／佐賀大学文化教育学部美術・

工芸課程／佐賀大学芸術地域デザイン学部

佐賀大学教育学部特設美術科（36入）卒業50周年展

佐賀大学特別教科教員養成課程の３６期入学生らによる卒業５０周
年を記念した展覧会。卒業後、各 の々道を歩んでいた１１名の有志
が母校に集結し、油彩、アクリル、彫刻作品など２８点を展示した。

《会期》平成２９（２０１７）年１１月２３日（木・祝）～１２月３日（日）
《開館日数》１０日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐大特美卒業５０周年展
《後援》佐賀大学美術科同窓会
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FRONT LINE 2017
コンテンツ創生を目指す人 の々表現と陶冶の契機として企画された
イベント。第一線で活躍するクリエイターにより、ドローン、VR、Unity、
モーションキャプチャ、CGアニメーションなど様 な々ジャンルの作品や
デモリールが公開され、ワークショップ、セミナー等を通して、参加者
の交流や研鑽が図られた。

《会期》平成２９（２０１７）年１１月２９日（水）～１２月３日（日）
《開館日数》５日間
《会場》スタジオ、小展示室
《別会場》佐賀大学総合研究１号館、大学会館多目的ホール
《主催》佐賀大学芸術地域デザイン学部
《共催》佐賀大学クリエイティブ・ラーニングセンター
《後援》６者協定

第58回 佐賀県学童美術展
佐賀県内の園児および小・中学生が授業中に制作した絵画、デ
ザイン、線描を計６４５点展示した。小・中学生は学校、各地区の審
査、そして本部審査で特選を受賞した作品が展示され、会期中は
当館スタジオで表彰式も行われた。会期中は多くの家族連れが来館
した。

《会期》平成２９（２０１７）年１２月６日（水）～１２月１０日（日）
《開館日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県造形教育研究会
《後援》佐賀県教育委員会
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佐賀大学教育学部附属特別支援学校 第2回 児童生徒作品展

本学の附属特別支援学校が、日頃の活動を周知するとともに、鑑
賞による情操の学習に取り組むことを目的とし、企画した作品展。小
学部から高等部までの児童・生徒５９名と教員数名による水彩画や立
体作品、紙人形を使ったコマ撮りアニメ、就労訓練で制作した作業
製品、学習の様子を紹介するパネル等を展示した。

《会期》平成３０（２０１８）年１月６日（土）～１月１２日（金）
《開館日数》６日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２
《主催》佐賀大学教育学部附属特別支援学校

第33回 佐賀県高等学校美術教師作品展
第7回 佐賀県高等学校美術科授業生徒作品展「これが高校美術だ！」
佐賀県内の高校で美術を教える教師２５名による油彩やデザイン、
染色、立体作品など３１点を展示した。さらに、高校で美術を学ぶ意
義を一般に伝えるべく、県内１０校から高校生の授業作品を出展した
作品展「これが高校美術だ！」を併催。老若男女の隔てなく多彩な作
品を発表した。

《会期》平成３０（２０１８）年１月１７日（水）～１月２１日（日）
《開館日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会芸術部会美術部会
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第42回 佐賀県高等学校書道教師書作展
第42回 佐賀県高等学校臨書展
佐賀県内の高校で書道を担当する教師が授業研究会の他に、年

に一度の作品発表の場として開催している展覧会。日頃の研鑽の成
果として３５名が６５点の書や掛軸を展示した。
さらに、高校書道部、選択授業の生徒の学習成果の一端として県
高等学校生徒臨書展の優秀作品２７４点を展示した。

《会期》平成３０（２０１８）年１月３１日（水）～２月４日（日）
《開館日数》５日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀県高等学校教育研究会書道部会
《共催》佐賀県高等学校文化連盟書道専門部
《後援》佐賀県書道教育連盟

平成29年度 佐賀大学文化教育学部学校教育課程音楽専修 卒業演奏会

本学の文化教育学部学校教育課程音楽専修の学生主導による
実技試験を兼ねた卒業演奏会。４年間の学びの成果として、４名
の学生が、それぞれソプラノ独唱、テノール独唱、ピアノ独奏を披露
した。

《会期》平成２９（２０１７）年２月１１日（日）
《開館日数》１日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》佐賀大学文化教育学部学校教育課程音楽専修
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第十八回 佐賀大学卒業書作展

佐賀大学文化教育学部国語科（書写）学生の卒業書作展。例
年美術館２階の小展示室で開催されていたが、今年度はより多くの
人に、書作品に親しんでもらうため１階のギャラリー１で開催した。
４年生２名の作品を中心に、指導教員や在学生の作品など３０点を
展示した。

《会期》平成３０（２０１８）年２月１５日（木）～２月１８日（日）
《開館日数》４日間
《会場》ギャラリー１
《主催》佐賀大学文化教育学部学校教育課程教科教育選修国語

（書写）教育分野

第62回 佐賀大学文化教育学部美術・工芸課程卒業制作展
第24回 佐賀大学大学院地域デザイン研究科芸術デザインコース修了制作展
本学で美術・工芸を学んできた学生３８名、院生８名による、大学
生活の集大成となる作品展。日本画、西洋画、彫塑、デザイン、窯
芸、漆・木工芸、染色工芸、美術理論・美術史の８専攻から出品
された多種多様な作品４４点・論文１０点を展示した。

《会期》平成３０（２０１８）年２月２２日（木）～３月４日（日）
《開館日数》１０日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、小展示室
《別会場》佐賀大学芸術地域デザイン学部３号館２階
《主催》佐賀大学文化教育学部美術・工芸課程／佐賀大学大学

院地域デザイン研究科
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佐賀大学デジタル表現技術者養成プログラム第8期生修了作品展「電脳芸術展」

本学で「デジタル表現技術者養成プログラム」を受講した学生に
よる修了作品展。２年間の履修期間の締めくくりとして制作された修
了研究作品から審査で選ばれた、アニメーション、ショートムービー、
VRコンテンツなど、様 な々デジタルアート作品１７点を展示した。学生
達の感性と様 な々表現方法が伝わる展覧会となった。

《会期》平成３０（２０１８）年３月８日（木）～３月１１日（日）
《開館日数》４日間
《会場》ギャラリー１、２、小展示室
《主催》佐賀大学クリエイティブラーニング・ラーニングセンター／コン

テンツ共創ラボ

佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻・理工学部都市工学科 修士制作・卒業制作展

本学の理工学部都市工学科で学んだ学部４年生と大学院２年
生の集大成である卒業制作・修士制作展。７回目となる今回は建
築模型をはじめ体験型の作品、プレゼンボードなどを展示した。

《会期》平成３０（２０１８）年３月１３日（火）～３月１６日（金）
《開館日数》４日間
《会場》スタジオ
《主催》佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻／佐賀大学

理工学部都市工学科
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〔貸館〕

DRAWLING～描く系譜～小木曽 誠とその周辺展

DRAWLINGとはDRAW（描く）とLINE（線）を混ぜ合わせた造
語。佐賀県立美術館で開催される「ホキ美術館展」に連動して企
画された。本展では小木曽誠氏の新作２５点のほか、佐賀在住コレク
ターによるコレクション、本学出身の若手作家の写実画など全７７点が
展示され、初日と最終日には出品者１５名によるギャラリトークも開催さ
れた。

《会期》平成２９（２０１７）年４月１日（土）～４月１６日（日）
《開館日数》１４日間
《会場》ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
《主催》サガテレビ
《協力》佐賀大学芸術地域デザイン学部（西洋画専攻）
《協賛》美川眼科
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〔プロムナード使用〕

佐賀大学アカペラサークル「Score！」によるミニライブ

本学の学生音楽サークルが４日間、昼休みに新入生に向けたミニ
ライブを行った。サークル内の複数のグループが日替わりで「世界に
一つだけの花」など５曲を披露し、日頃の活動を紹介した。

《日時》平成２９（２０１７）年４月１９日（水）～２１日（金）、２７日（木）
１２：００～１２：３０

《主催》佐賀大学アカペラサークル「Score！」

ラテンダンスイベント

芸術地域デザイン学部のコース授業の一環であるフィールドワー
ク・アクティビティ、及び日本人学生と留学生との交流促進を目的とし
て企画された。
講師にマルセロ・ステラ氏、宮田一樹氏を招き、約４０名の参加者

が軽快な楽曲に乗せて体を動かし、ラテンダンスやフィットネスを通し
て交流を図った。

《日時》平成２９（２０１７）年４月３０日（日）１１：００～１５：００
《主催》芸術地域デザイン学部（ステファニー・アン・ホートン教室）
《協力》NPO法人ティエンポ・イベロアメリカーノ
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佐賀大学競技ダンス部 部活動練習

競技ダンス部が練習場としているサークル会館３階を学祭のため
他サークルと共有することとなり、臨時の練習場としてプロムナードを
利用した。
第４３回北部九州学生競技ダンス大会、第５３回全九州秋季学生
競技ダンス大会に向け、プロムナードのガラス面を鏡に見立てて練
習を行った。

《日時》平成２９（２０１７）年１０月１０日（火）、１７日（火）、２０日（金）、
３１日（火）１８：３０～２０：００

《主催》佐賀大学競技ダンス部
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説明会

３．実習・研修

概要

平成２９年度は学芸員資格取得希望者１年生５０人２年生１９人を受け入れ、美術館学芸員が講師となり、監視実習を館内で行った。また、
九州産業大学主催の「著作権」に関する研修会が本学を会場として行われた。

博物館実習 監視実習

《内容》館主催事業を教材に、監視および来館者対応の実習を行った。
「塑像と素材―佐大の彫刻」
「佐賀大学と美協展」※２年生のみ
「新収蔵品展―官立佐賀師範の青春」
会期中、展示室内の作品、来館者、環境の保全を意識するとともに、来館者対応を行い、気付いたことをレポートにまとめた。
（実習生１人あたり６０分×２回）

《期間》平成２９（２０１７）年５月２４日（水）～８月８日（火）
※説明会５月１８日（木）

《参加者》６９人
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学芸員技術研修会〈著作権〉

《内容》 九州の各館で開催されている、九州産業大学主催による学芸員等の博物館関係者を対象とした研修会のうち、著作権についての研
修会が本学を会場に行われた。
弁護士の福井氏による「著作権を考えることは未来を創造すること」をテーマとした講演と、事前アンケートを基にした質疑応答形式の
講義が行われ、著作権に関する知識や考え方、対応方法の啓発が図られた。

《講師》福井健策氏（弁護士、ニューヨーク州弁護士、日本大学芸術学部客員教授）
《日時》平成２９（２０１７）年７月２４日（月）１３：００～１７：００
《会場》佐賀大学全学教育機構１号館３階
《参加者》６９名
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４．刊行・掲載・見学

〔刊行物〕

図録「佐賀の染色文化 鈴田照次・滋人から城秀男と佐賀県染織作家協会の今」
《概要》図録：展示概要／図版／出品リスト／参照文献
《仕様》A４版７６ページ ４色刷
《発行部数》１２００部
《発行日》平成２９年８月２４日

「佐賀大学美術館 平成２８年度年報／紀要」
《概要》年報：館概要／沿革／組織図／平成２８年度の活動

紀要：久富邦夫をめぐるふたつの企画展―「修業」と「創造」
大坪由季（元佐賀大学美術館 学芸員／大隈重信記念館 学芸員）

《仕様》AB版４４ページ ４色刷
《発行部数》５００部
《発行日》平成２９年１１月３０日
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誌名 発行 発行日
野田宇太郎顕彰会 会報
ことばらんどで野田宇太郎 展覧会評（執筆：佐 木々奈美子） 野田宇太郎顕彰会 平成２９年５月２０日

月間アートコレクターズ２０１７年５月号
美術・工芸課程卒業・修了制作展（２０１６年度） ㈱生活の友社 平成２９年５月２５日

佐賀美術協会の１００年
「佐賀大学と「美協展」―果てなく流れる川のほとりで」

（執筆：佐 木々奈美子）
佐賀美術協会 平成２９年７月２８日

MOTEMOTEさが２０１７年８月号
「深川善次先生と教え子達展」 佐賀新聞文化センター 平成２９年８月１日

文部科学教育通信 佐賀大学美術館特別企画展（執筆：後藤昌昭） 教育新社 平成２９年９月２５日

MOTEMOTEさが２０１７年１１月号
「第５９回 総合展」 佐賀新聞文化センター 平成２９年１１月１日

WASABI２０１７年１１月号
「第５９回 総合展」 ㈱スイッチわさび編集部 平成２９年１０月２３日

WASABI２０１８年２月号
「佐賀大学文化教育学部学校教育課程音楽専修卒業演奏会」 ㈱スイッチわさび編集部 平成３０年１月２５日

WASABI２０１８年２月号
「美術・工芸課程卒業・修了制作展」 ㈱スイッチわさび編集部 平成３０年１月２５日

MOTEMOTEさが２０１８年２月号
「佐賀大学文化教育学部学校教育課程音楽専修卒業演奏会」 佐賀新聞文化センター 平成３０年２月１日

〔掲載紙・テレビ・ラジオ〕 平成２９年度は総数で新聞等８４件、TV・ラジオ１５件が掲載・放送された。
※本頁は館主催事業についての報道のみ抜粋。

・週刊ニュース５（４月３日 佐賀新聞）
・展覧会情報「塑像と素材―佐大の彫刻」（４月２８日・３０日、５
月３０日、６月２８日 佐賀新聞）
・展覧会情報「佐賀大学と美協展」（４月２８日・３０日、５月１３日・
２９日 佐賀新聞／５月２５日 朝日新聞／６月２日 西日本新聞）
・歴史を俯瞰、若い感性凝縮 佐賀大学と美協展（５月５日 佐賀
新聞）
・ニュースおかえり佐賀８４５「佐賀大学美術館の取り組み」（５月１７
日NHK）
・美協１００回展 次代へつなぐ記念展に（５月２５日 佐賀新聞）
・「佐賀美術協会賞 歴代３４点」（６月３日 西日本新聞）
・「美の矜持次代へ（下）芸術と添い遂げる」（６月９日 佐賀新
聞）
・展覧会情報「平成２８年度寄贈作品による新収蔵品展 緒方敏
雄・久富邦夫・楢崎重視 官立佐賀師範の青春」（６月１６日、
７月１０日 佐賀新聞）

・特美の礎築く中央画壇で活動（７月４日 佐賀新聞）
・佐賀大美術館新収蔵品展 緒方や久富、樽崎ら（７月４日 佐
賀新聞）
・展覧会情報「佐賀の染色文佐賀の染色文化～鈴田照次・滋人
から城秀男と佐賀県染織作家協会の今」（９月６日 NHK）
・有明抄「染色と佐賀」（８月３１日 佐賀新聞）
・染色の魅力語る 人間国宝・鈴田さんら３作家（９月４日 佐賀
新聞）
・鈴田親子“競演”佐賀大美術館で染色展（９月５日 佐賀新聞）
・佐賀の染色文化展 人間国宝の作品も（９月５日 サガテレビ）
・鈴田父子の染色作品“競演”（９月２４日 西日本新聞）
・ニュース「佐賀の染色文化」（９月２５日 NHK）
・会派超え、多彩な美「佐賀の染色文化」展（９月２６日 佐賀新
聞）
展覧会情報「たたずむ女性たち－所蔵作品にみる女性像」（１０月１７
日、１１月、１２月２６日、２月１２日・２７日 佐賀新聞）

〔掲載誌〕
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〔見学団体一覧〕 ※事前連絡および申告にて把握できた団体名称および人数。
※参加者数に引率者を含む。

平成２９年４月１２日～平成３０年２月２３日

期日 団体名 人数
４月１２日 「芸術創造Ⅱ」受講者 １７
４月１３日 「芸術創造Ⅱ」受講者 ９
４月１５日 長崎県立壱岐高等学校 ９
４月１５日 大人サークル ９
４月１５日 長崎県立佐世保中央高等学校 16
４月２８日 「大学入門科目Ⅰ」受講者 １７
５月２日 「彫刻Ⅰ a」受講者 ７
６月１６日 福岡県立糸島高等学校 ４７
６月１７日 ㈻佐賀龍谷学園 龍谷高等学園 ５５
７月１１日 「ヘリテージマネジメント論」受講者 ６２
７月１１日 「応用美術理論」「美術史Ⅰ」受講者 ３６
７月１２日 「日本事情」留学生受講者 ２５
７月１３日 福岡県立舞鶴高等学校 １４２
７月１４日 佐賀県立佐賀農業高等学校 ２５
７月１６日 佐賀大学経済学部「７３期同窓会」 １２６
７月１９日 福岡県立福島高等学校 ９３

７月２２日 佐賀大学工学系研究科 都市工学専攻
環アジア国際セミナー受講者 １５

７月２５日 「芸術表現基礎」「地域デザイン基礎」受講者 ６２
７月２６日 学校法人津曲学園鹿児島高等学校 １５
７月２６日 鹿児島県立曽於高等学校 １５
７月２７日 「芸術表現基礎」「地域デザイン基礎」受講者 ６２
７月２８日 「芸術表現基礎」「地域デザイン基礎」受講者 １２６
８月２４日 長崎県立大村高等学校 PTA １８
８月２７日 日本地衣類研究会 １５
９月８日 日本画像学会 １４
９月１２日 デイサービスケアサポート晴寿 １９
９月１３日 デイサービスケアサポート晴寿 １８
９月１４日 デイサービスケアサポート晴寿 １８
９月１５日 デイサービスケアサポート晴寿 ２０
９月１６日 デイサービスケアサポート晴寿 １０
９月１８日 デイサービスケアサポート晴寿 １３
９月２０日 佐賀県立伊万里高等学校 １９６
９月２４日 デイサービスケアサポート晴寿 ７

期日 団体名 人数
９月２９日 佐賀県立武雄青陵中学校 １２４
１０月４日 福岡県立光陵高等学校 PTA ２７
１０月５日 佐賀女子高等学校 ８
１０月１７日 福岡県立筑前高等学校 PTA ９７
１０月１８日 福岡県立小郡高等学校父母教師会 ４１
１０月２０日 循誘公民館講座受講者 ２２
１０月２０日 金曜会 １１
１０月２４日 大阪大学日本史研究室 ５７
１０月２４日 福岡県立新宮高等学校 ４０
１０月２６日 福岡県立武蔵台高等学校 ７６

１１月１３日 九州地区国立大学教養教育実施組織会議
及び事務協議会 ２６

１１月１４日 ㈻佐賀理容美容専門学校
アイ・ビービューティカレッジ ２８

１１月２１日 佐賀大学秋短期留学プログラム（オーストラリア） １５
１１月２２日 佐賀大学同窓会文理学部卒業生 １０
１１月２５日 佐賀大学ホームカミングデー ５０
１１月２９日 九州国際情報ビジネス専門学校 １７
１２月２日 佐賀大学教育学部附属中学校 ２３
１２月２日 佐賀市立城東中学校 １０
１２月６日 多久市立東原庠舎東部校 前期３年生 ４８
１２月６日 多久市立東原庠舎中央校 ５５
１２月９日 佐賀造形教育学習会 １５
１月６日 放課後等デイサービスきらめき １９
１月１０日 元培医事科技大学（台湾） ２３
１月１８日 「芸術表現 A（西洋画）」受講者 １８
１月３１日 佐賀県立佐賀西高等学校 ６５
２月１日 佐賀県立佐賀商業高等学校 ４０
２月２日 佐賀県立佐賀商業高等学校 １１
２月２日 ㈻佐賀学園 佐賀学園高等学校 １９
２月１０日 長崎国際大学 ３４
２月２０日 白石町立六角小学校 ２１
２月２３日 ㈻佐賀清和学園 佐賀清和高等学校 ３８
２月２３日 本庄かたりべウォーキング １０
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寄附金額
（単位千円）

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
～ H24年4月 H25年4月 H26年4月 H27年3月 H28年3月 H29年3月 H30年3月

５．寄附

［美術館設置募金の経緯］
平成２３年６月 美術館設置募金WG設置
平成２４年４月 美術館設置事業募金開始
平成２５年６月 寄附者芳名帳を公開
平成２５年６月 美術館規則の制定に伴い、美術館設置募金WGを解散
平成２５年９月 美術館に高額寄附者銘板を設置
平成２５年１０月 美術館開館後も美術館設置事業募金を継続
平成３０年３月 募金総額２３２，５１５，０９４円（平成３０年３月３１日現在）

６．職員の館外調査研究・研修等
佐 木々奈美子
発行日：平成２９年７月２８日
掲 載：佐賀美術協会の１００年
目 的：寄稿「佐賀大学と「美協展」―果てなく流れる川のほとりで」

佐 木々奈美子
発行日：平成２９年５月２０日
掲 載：野田宇太郎顕彰会会報
目 的：寄稿「ことばらんどで野田宇太郎―市民文学館の展示を見て」

出口智佳子
日 時：平成２９年１１月２５日
場 所：宮崎県立美術館アートホール
目 的：第９７回九州藝術学会発表

「J. E．ミレイ《両親の家のキリスト》における風俗画的要素―作品受容をめぐって」

出口智佳子
発行日：平成２９年１１月１３日
掲 載：西南学院大学博物館研究叢書キリスト教の祈りと芸術―装飾写本から聖画像まで―
目 的：寄稿「イギリスの宗教改革と英訳聖書」

出口智佳子
発行日：平成３０年３月１５日
掲 載：西南学院大学博物館研究紀要第６号
目 的：論文「J. E．ミレイ《両親の家のキリスト》における風俗画的要素―作品受容をめぐって」

研究ノート「大学文書館における展示活動―西南学院史資料センターを事例として―」
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７．新収蔵作品

収蔵年 作家名 作家名＿産地＿E 作品名 作品名＿E

２０１７ 田中宗一 TANAKA, Sohichi 古湯の岩渕（熊の川渓谷） Iwabuch; in Furuyu (Valley of Kumanokawa)

２０１７ 田中宗一 TANAKA, Sohichi 清冽（くじゃくさぼてん） Cool and Clear (Epiphyllum)

２０１７ 田中宗一 TANAKA, Sohichi 牡丹 Peony

２０１７ 田中宗一 TANAKA, Sohichi 紅葉 Autumn leaves

２０１７ 中牟田佳彰 NAKAMUTA, Yoshiaki 鋳銅花器 Casting Copper Vase

２０１７ 中牟田佳彰 NAKAMUTA, Yoshiaki 鋳銅花器 Casting Copper Basin marked with Rope

２０１７ 中牟田佳彰 NAKAMUTA, Yoshiaki 鋳銅花器 Casting Copper Vase

２０１７ 田中嘉生 TANAKA, Yoshio 解ける Unknot

２０１７ 田中嘉生 TANAKA, Yoshio 卯月の頃Ⅱ Around April II

田中宗一《清冽（くじゃくさぼてん）》 田中宗一《牡丹》
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分類 制作年（和暦） 制作年（西暦） 寸法（H×W×D） 素材 出品歴 寄贈者

西洋画 昭和３９ １９６４ ５４×７２ 水彩・紙 酒井洋子氏

西洋画 昭和４１ １９６６ ７１×５３．５ 水彩・紙 酒井洋子氏

西洋画 昭和４４ １９６９ ３６．７×４８．３ 水彩・紙 酒井洋子氏

西洋画 昭和４５ １９７０ ３６．８×４８．５ 水彩・紙 酒井洋子氏

工芸（金工） 昭和５１ １９７６ ３０×２４×２０ ブロンズ 中牟田澄子氏

工芸（金工） 昭和６０ １９８５ ７．５×４２．５×３６ ブロンズ 中牟田澄子氏

工芸（金工） 昭和６３ １９８８ ３０×２５×２０ ブロンズ 中牟田澄子氏

工芸（染色） 昭和５７ １９８２ １８０×１８０ 染色 田中嘉生氏

工芸（染色） 平成２６ ２０１４ １８０×１２５ 染色 田中嘉生氏

中牟田佳彰《鋳銅花器》 田中嘉生《卯月の頃Ⅱ》
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８．作品修復・貸出

作品修復

対象作品：太宰治《久富君像》

作業期間：平成２９年９月２７日（水）～２８日（木）
委託先：絵画修復 たけのした工房

作業内容
＊作業前の状態
・絵画層は亀裂・剥離・剥落が現れ、特に青色部分の定着が弱く損傷が顕著にみられた。細かな亀裂の端が剥離となりさらに剥落へと進
み、動かすのも危険な状況であった。
・全体に薄く汚れがあり、ニス層はない。
・支持体の素材はキャンバスボードで、上下に反りがありやや裏面が膨らんでいた。側面の厚紙層がやや離れ、特にコーナーには潰れがあ
り、左下は折れ、右下はキャンバスとボード層が離れていた。

＊保存修復処置内容
・処置前の状態を目視調査し、紫外線照射調査も行った。紫外線照射によって剥落部分には一部加筆が確認された。
・絵の具損傷部分に膠水を入れ、温めたコテで絵具層をゆっくりと押さえ、剥離や亀裂を固着。絵画層の剥落部分には、充填を行い、周囲
の表現に合わせ整形を行った。充填部分は、水彩絵具と樹脂絵具で補彩を行った。
・画面保護のため合成樹脂ニスを塗布。
・画面汚損はアンモニア水で除去。但し、脆弱な青色部分および裏面は刷毛のみでドライ除去を行った。
・支持体側面の紙層に、パラロイドB７２（アセトン希釈）を筆で塗布、固着および補強をした。左下折れは戻した。

対象資料：久富君像 額縁

作業期間：平成２９年１２月１５日（金）～平成３０年１月３１日（水）
委託先：絵画修復 たけのした工房

作業内容
＊作業前の状態
・木製の支持体に石膏装飾がなされ、その石膏部分に亀裂や欠落があった。また、アクリル板などの作品保護や吊金具もなく、展示に不向
きな状態であった。

＊保存修復処置内容
・表裏面の洗浄を水やエタノールで行い、亀裂部分滑落部分には膠水で固着。石膏装飾部分の欠落などは、エポキシ樹脂で重鎮固着。
表面を樹脂絵の具で補彩後、ダンマル樹脂を塗布。
・額縁内側に作品保護の低反射アクリル板を設置、栗木材のライナーにて固定。ライナーの一部は、アクリル絵の具にて着彩。
・額縁内の作品固定のため、裏面に中性紙で保護のうえ、ポリカーボネート（中空複層パネル）で覆い、ステンレス製トンボにて留めた。吊
り金具としてステンレス製金具も設置。
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対象作品：筒井茂雄《風景》

作業期間：平成３０年３月６日（火）～３月２２日（木）
委託先：絵画修復 たけのした工房

作業内容
＊作業前の状態
・画布の支持体は経年劣化により脆弱、右上側面の約６０mmが欠損し、左下側辺に４０mmの裂けがあった。画布を再張り込みしたと思わ
れる釘穴跡、その際に生じたずれにより作品の側面が画面にまで現れている。
・湿度変化による画布の張りは失われ、表画面の亀裂に添い裏面にも凹凸が現れ、埃も蓄積していた。
・絵画層は前面に大きな亀裂が現れ、それに伴って皿状の反りがみられる。剥離や剥落もあり、剥離部分の下層から、別の絵画表現がみら
れる。絵画層は厚く固いが、画布の変化にとも立って損傷が現れていた。
・額縁にはヒートン等の金具はなく、裏板、アクリル板もない。

＊保存修復処置内容
・絵画層の剥離・剥落・亀裂などの損傷に、膠水を注して、シリコンシートで保護をし、その上から修復用コテで押さえ接着。
・画面の汚れは、灰汁（PH１０）で、裏面の汚れは吸引で除去。
・画布の裂けや欠損部分に布を充てて補強し、側面を引っ張りながらステンレス製ステープラーを打ち込むことにより、画布の張りを戻した。
・絵画層の剥落部分は充填形成し補彩。画面保護のため、合成樹脂ニスを塗布。
・額縁の汚れを吸引で除いた。ステンレス製吊り金具を設置して、作品は裏面を中性紙で保護、ステンレス製 T 字金具で留めた。

作品貸出

「近代工芸の先駆者 豊田勝秋・その門人展」
場 所：九州芸文館
会 期：平成２９年４月１１日（火）～５月７日（日）
貸出作品：豊田勝秋《鋳銅瓶（糸目）》１９６６年
図録掲載：『豊田勝秋・その門人展』（九州芸文館発行）p．９

「生誕１５０年記念 藤島武二展」
場 所：練馬区立美術館／鹿児島市立美術館／神戸市立小磯記念美術館
会 期：平成２９年７月２３日（日）～９月１８日（月・祝）

平成２９年９月２９日（金）～１１月５日（日）
平成２９年１１月１８日（土）～平成３０年１月２８日（日）

貸出作品：藤島武二《台湾娘》１９３３年
図録掲載：『生誕１５０年記念藤島武二展』（東京新聞）no．１２７，p．１０４

「肥前さが幕末維新博プレ企画展 山口亮一と佐賀美術協会の１００年」
場 所：佐賀県立美術館
会 期：平成２９年７月２８日（金）～９月３日（日）
貸出作品：岡田三郎助《若き娘の顔》１９１３年

瀧一夫《萌黄釉角壺》１９６７年
図録掲載：『佐賀美術協会の１００年』（佐賀美術協会編）p．３，p．１２６

「筑後の彫刻家展」
場 所：九州芸文館
会 期：平成２９年９月２日（土）～９月２４日（日）
貸出作品：緒方敏雄《女性立像》
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展覧会 入場者数 会期 日数 主催 展示会場
DRAWLING 展～描く系譜～
小木曽 誠とその周辺展 ３，５３８ ４月１日－４月１６日 １４ ㈱サガテレビ ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

彫塑と素材―佐大の彫刻 ２，６３６ ４月２１日－８月２０日 １０３ 佐賀大学美術館 特別展示室 ※観覧者実数
＜美協１００回展関連企画＞佐賀大学と美協展 ３，１６８ ４月２８日－６月１１日 ３９ 佐賀大学美術館 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

地域の文化財群としての小城鍋島文庫蔵書展 １，３５１ ４月２８日－５月１４日 １５ 佐賀大学地域学歴史文化研究
センター 小展示室

平成２８年度寄贈作品による新収蔵品展 １，９５０ ６月１６日－７月１６日 ２７ 佐賀大学美術館 ギャラリー２、スタジオ
発掘された佐賀２０１７―佐賀県発掘調査成果展― １，０４４ ７月７日－７月１６日 ９ 佐賀県教育委員会 ギャラリー１
芸術表現基礎・地域デザイン基礎 成果発表展 ３，９２５ ７月２２日－８月１０日 １７ 芸術地域デザイン学部 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

深川善次先生と教え子達展 ９４６ ８月１６日－８月２０日 ５ 同展実行委員会／
佐賀西高校美術部OB会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

佐賀の染色文化～鈴田照次・滋人から
城秀男と佐賀県染織作家協会の今 ５，２４９ ８月２４日－１０月９日 ４１ 佐賀大学美術館 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、

特別展示室、小展示室
たたずむ女性たち―所蔵品にみる女性像 ４，１６３ １０月１７日－３月２５日 １２８ 佐賀大学美術館 特別展示室 ※観覧者実数
第８回 璞友会展 １，０５３ １０月１７日－１０月２２日 ６ 璞友会 ギャラリー１、ギャラリー２
平成２９年度 JA 共済小・中学生
第５３回書道・第４３回交通安全ポスターコンクール １，４７８ １０月２６日－１１月５日 １０ 農業協同組合／全国共済農業

協同組合連合会佐賀県本部 ギャラリー１、ギャラリー２

佐賀大学美術・工芸課程第５９回 総合展 １，２７４ １１月１０日－１１月１９日 １０
佐賀大学文化教育学部美術・
工芸課程／芸術地域デザイン
学部

ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室

佐賀大学特設美術科（３６入）卒業５０周年展 １，４５４ １１月２３日－１２月３日 １０ 佐大特美卒業５０周年展 ギャラリー１、ギャラリー２
FRONT LINE２０１７ １，０８２ １１月２９日－１２月３日 ５ 佐賀大学芸術地域デザイン学部 スタジオ、小展示室
第５８回 佐賀県学童美術展 ２，９４４ １２月６日－１２月１０日 ５ 佐賀県造形教育研究会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ
佐賀大学教育学部附属特別支援学校
第２回 児童生徒作品展 ４２５ １月６日－１月１２日 ６ 佐賀大学教育学部附属特別支

援学校 ギャラリー１、ギャラリー２

第３３回 佐賀県高等学校美術教師作品展
第７回 高校美術生徒作品展「これが高校美術だ！」 ８１６ １月１７日－１月２１日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会

芸術部会美術部会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

第４２回 佐賀県高等学校書道教師書作展
第４２回 佐賀県高等学校臨書展 １，０６７ １月３１日－２月４日 ５ 佐賀県高等学校教育研究会書

道部会 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

平成２９年度 佐賀大学文化教育学部
学校教育課程音楽専修 卒業演奏会 １５０ ２月１１日 １ 佐賀大学文化教育学部学校教

育課程音楽専修 ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ

第十八回 佐賀大学卒業書作展 ３６２ ２月１５日－２月１８日 ４
佐賀大学文化教育学部学校教
育課程教科教育選修国語（書
写）教育分野

ギャラリー１

第６２回文化教育学部美術・工芸課程卒業制作展
第２４回地域デザイン研究科修了制作展 ２，２５４ ２月２２日－３月４日 １０ 文化教育学部／佐賀大学大学

院地域デザイン研究科
ギャラリー１、ギャラリー２、スタジオ、
小展示室

佐賀大学デジタル表現技術者養成プログラム
第８期生修了制作展「電脳芸術展」 ４５６ ３月８日－３月１１日 ４ 佐賀大学クリエイティブ・ラーニ

ングセンター
ギャラリー１、ギャラリー２、小展示
室

佐賀大学大学院工学系研究科都市工学専攻
理工学部都市工学科 修士制作・卒業制作展 ４８４ ３月１３日－３月１６日 ４

佐賀大学大学院工学系研究科
都市工学専攻／佐賀大学理工
学部都市工学科

スタジオ

※数値に重複あり

平成２９年４月１日～平成３０年３月１６日

総入館者数 うち有料入館者数 開館日数
平成２５年度 ２７，１６７ ０ １２５
平成２６年度 ４０，７８０ ２，６５２ ２５４
平成２７年度 ３７，９６５ ０ ２８１
平成２８年度 ３８，４７４ ０ ２９１
平成２９年度 ３４，７１８ ０ ２８５

※数値に重複なし

９．入館者一覧表

［年度別入場者実績］

４２



展覧会報告書

「塑像と素材―佐大の彫刻」展
―展覧会報告と緒方敏雄、古賀忠雄について

佐 賀 大 学 美 術 館 紀 要

研究ノート

岩永京吉作品における
女性像の一考察
―佐賀大学美術館所蔵《裸婦》（1963）を中心に



1．はじめに

「塑像と素材―佐大の彫刻」展（以下「塑像と素材展」）は、佐賀大学美術館にて、２０１７年（平成２９年）４月２１日～８月２０日にかけて佐
賀大学美術館主催で開催した。１

戦後、佐賀における彫塑（彫刻・塑像）分野の教員や作家の教育機関での本格的な教育は実施されていなかった。また、当時はまだ彫塑
への関心が薄く、一般大衆の彫塑への興味は少なかった時代でもあった。１９５２年（昭和２７年）に石本秀雄（１９０８－１９８６）の尽力と内山良男
のはたらき及び佐賀県のバックアップにより佐賀大学教育学部に特別教
科（美術・工芸）教員養成課程（以下「特設美術科」）が設置され
た２。特設美術科の彫刻教室の初代教授として緒方敏雄と同時期に非
常勤講師として駆け付けた古賀忠雄写真１により本格的に美術教員、彫刻
家が育成されることとなった。
「塑像と素材展」はその二人をはじめ山本民二（１９１９－２００８）、成冨
宏（１９４１－）、德安和博（１９６７－）と歴代の佐賀大学彫刻教室の教授
たちと講師の安永良徳（１９０２－１９７０）を取り上げ、計７点の作品を展
示し紹介した。
本稿では、「塑像と素材展」展覧会報告と同時に、彫刻教室初代教
授の緒方と九州の彫刻教育及び発展に尽力した古賀の二人について
述べる。

2．展覧会について

塑像と素材という展覧会名について、彫刻
作品は同じ形でも素材によって受ける印象が
違うという一つの特性があり、本展覧会では素
材がブロンズの作品２点、樹脂の作品４点、
石こうの作品１点と様 な々素材の彫刻作品を
出品し素材の違いにより、受ける印象の違いを
鑑賞者に感じてもらう狙いがあった。
会場となった特別展示室は小さい部屋だが、
中心に緒方の《女性立像》図１を展示し、古賀
の《男の顔》図２．３はブロンズと石こうという異なる
二つの素材で表現された違いを見てもらう展
示とした。そして、歴代の教員たちの作品を１
点ずつ展示した。成冨氏（佐賀大学名誉教
授）の《亜紀》と德安氏（佐賀大学教授）の
《アンドロメダ》は本人たちご協力のもと出品い
ただいた。緒方の《女性立像》、古賀の《男の

展覧会報告書

「塑像と素材―佐大の彫刻」展
―展覧会報告と緒方敏雄、古賀忠雄について

今村真由美
佐賀大学美術館 学芸員

［図2］男の顔 石こう ［図3］男の顔 ブロンズ1947．8

［図1］女性立像

【写真1】古賀忠雄集中講義来佐記念（前列右から二人目緒方三人目古賀）
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顔》、山本の《無題》、安永の《人物》は当館所蔵作品である。緒方の《女性立像》は前年度にご遺族の方にご寄贈いただいたもので、実際
に使用していたアトリエを拝見し、緒方についてのお話も伺った。緒方の《女性立像》、成冨氏の《亜紀》、德安氏の《アンドロメダ》は当館では
初公開となった。展覧会は約４カ月と長期であり、協力いただいた方や、当時の学生の方 に々も来館いただいた。展示している作品を前に懐か
しそうに当時のことをお話しいただき「緒方先生は学生指導に熱血だった」「山本先生は静かに指導するタイプの人だった」「古賀先生は本当
にすごい人で他分野の学生も先生に教えてもらいに来ていた」「安永は当時みんなから「りょうとく」と呼ばれていた（本名はよしのり）等、様 な々
貴重なお話を伺えた。お話からは作家たちの教員と作家という両面をうかがい知ることが出来た。展覧会の反省点として、当初は木、石、スチ
ロール、石こう、樹脂、ブロンズと様 な々素材を同じ重さで展示し、大きさの違いによる見た目で素材の違いを感じてもらう企画をたてていたが、
担当学芸員である筆者の力不足により、素材の違いによって受ける印象の違いを見せることが十分に出来なかったことが挙げられる。
「塑像と素材展」についての展覧会報告はここまでとして、次の章から緒方敏雄と古賀忠雄について述べていきたい。

3．緒方敏雄と古賀忠雄

緒方敏雄は１９０６年（明治３９年）に兵庫県神戸市に生まれ、福岡県立久留米商業（現久留米市
立久留米商業高等学校）、東京美術学校彫塑科（現東京藝術大学）を卒業した。１９３２年（昭和
７年）の帝展（現日展３）初入選以降、日展、日彫展に発表をつづけた作家であり、佐賀大学発足
当時の工作研究室文部技官、特設美術科彫刻教室の初代教授を務めた。緒方は佐賀大学だけで
なく佐賀県の近代彫刻、美術教員の養成にも携わり多くの彫刻家、美術教員を指導、育成した。学
生指導は熱心で、塑像の授業ではモデルをよく見ることはもちろん、解剖学的な面からも指導した。た
だし、言葉よりも先にヘラが入るのが常だったと聞いている。また、授業や自習で制作した作品は佐賀
美術協会展（美協展）や佐賀県美術展覧会（県展）などの公募展に必ず出品するように指導された
そうだ。公募展に出品させるのは、自分が制作した作品に、自信が無いとか、納得がいかないなど学
生に限らずあることかもしれないが、学生が作品を作りっぱなしになるのを防ぎ、卒業後も作品を発表
していけるように学ばせる役割もあったように思う。緒方の熱い指導が伝わる話として、公募展に出品さ
せるだけでなく、自らが学生の交通費や時には食事代まで負担し、佐賀県内だけでなく福岡の県展
や展覧会にも連れて行き、作品について熱心に学生たちに語ったという話もある。制作して発表する
アウトプットだけでなく、作品鑑賞や資料に触れインプットする大切さも学生たちに伝えようとしたのだ。
佐賀大学退官後は福岡へ居を移し、福岡市美術館南口側に建立された《廣田弘毅銅像》や１９８４
年（昭和５９年）からの日展委嘱出品、第１３回日展
（昭和５６年）特選の《夏日断章》と精力的に制作し
ている。緒方は具象彫刻の研究や発展を目指すなか
で、優美な裸婦像も遺しており、日展で特選を受賞し
た《きこえる》（１９７７年：昭和５２年）と《夏日断章》
（１９８１年：昭和５６年）はともに裸婦像である。今回の
「塑像と素材展」にも大きくはないが裸婦像を出品し
た。その出品作《女性立像》について述べたい。《女
性立像》の制作年は不明である。ただ、ポーズや女
性の顔つきから恐らく《夏・一章》の関連作品ではない
かと考察する。
この作品はご遺族のご厚意で作品調査させていた
だいた際、緒方が使用していたアトリエに隣接する母
屋の玄関にたたずんでいた。小さい作品だが、どこか
厳かさで小ささを感じさせない印象が強かった。この
時、《女性立像》の他にも《夏・一章》を含め３体が
同じようにたたずんでいた。大きさは一番大きくて等身

【写真2】制作中の緒方 佐賀大学彫塑教室にて
1965年頃

［図5］夏日断章1981年 ［図6］夏・一章1985年

［図4］きこえる1977年
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の《夏・一章》で、他の２点は《女性立像》よりも小さい作品だった。実は、調査させていただいたアトリエや玄関には女性像が多く残されており、
男性の胸像や銅像の雛形は１０点未満だった。前述したように、緒方は《菊池武光像》（福岡県大刀洗町）、《広田弘毅像》（福岡市美術館
前）、《田中六助像》（福岡県田川市）他にも様 な々肖像を残し雄 し々い作風が強いが、同時にしとやかで美しさのある女性像も多く残した作
家であった。

古賀忠雄は１９０３年（明治３６年）に佐賀県佐賀市生まれで小学生の頃には、図画、手工、習字が大変優れていたといわれている。早くから
東京美術学校に進みたいと望んでおり、３年制の県立有田工業学校の図案絵画科に入学する。日本有数の窯場である、有田でこの頃の学
びが後に優れた陶器や陶塑作品をつくりだすことにつながったのではないかと考える。実際に古賀は彫刻制作と同時に彫刻を施した陶の板のレ
リーフ作品も制作しており、日本陶彫会会長も務めている。有田工業学校を経て東京美術学校在学中に帝展で入選し、卒業後も日展で活躍
した。精力的に制作を続けると同時に１９５７年（昭和３２年）から１９６０年（昭和３５年）まで佐賀大学に講師として駆け付けた。勤務したのは４年
間だったが学生への指導さらには佐賀県内外の彫刻家たちへアドバイスするなど九州の近代彫刻の発展にも尽力した。古賀は戦前から戦後ま
で大作を発表してきたのと平行して、戦後間もない頃、新聞紙上に「《入門のしおり》彫塑」の冒頭で次のように語っている。

「人は平面では生きれぬ――これは私の持論だが、人は生れると同時に立体をさずかっている。立体を持った人間が彫塑を解しないということ
はあり得ないと私は思う。また、すべてを知り究めようとするのは人間の精神であり、それは量＝立体をハアクすることで解決されねばならぬであろ
う。人間の精神と立体はそれほど密であるのに、彫塑というものが現在ふしぎなほどに日本では大衆のなかに流れていっていない。なぜであろう
か。日本の彫塑の伝統は決して新しいというのではないが、それを自分の生活のなかに持ってきていない。（中略）われわれの日常をかえりみ
れば茶わんひとつにも立体はふれてくるのだ。ひとつの茶わん――ただ見ているだけでなく人は手に取ってふれてみたい。そこに量＝立体を求め
る人間の性向があるはずだ。……（談）」

この言葉からは、まだ彫塑への関心が薄かった時代に、一般大衆の彫塑への興味と理解を深めようと懸命に語っている古賀の姿がある。今
でこそ、彫塑への関心は、環境彫刻などにより一種の需要を満たし理解されつつあるかもしれないが、油彩画はともかく彫塑への興味・関心がほ
とんど無かった時代に一般大衆にむけた言葉は貴重であり、古賀の熱意と一種の願いが伝わっ
てくる。日本芸術院会員、日展常務理事、社団法人日彫展理事長、と様 な々要職を務め、多忙
のなか晩年まで作品を発表し続け、九州のみならず日本の彫刻会を牽引した。

緒方と古賀は同時代に生き、緒方は専任教授として、古賀は講師として佐賀大学で教鞭を
執った。当時の学生であった方に伺った話に、緒方が大学の非常勤講師として招いた、東京美
術学校での先輩にあたる古賀に指導を受ける様子もあったそうだ。このことは、すでに日本の彫
刻界の指導者であり、彫刻・立体をキューブとして捉えると言う理念を確立し、リアリティを追及し
た先輩として、緒方が古賀に対しては率直に敬意をもって接していた逸話だと思われる。写真３

おわりに

「塑像と素材展」の展覧会報告と緒方敏雄、古賀忠雄それぞれの人物像について述べた。
ここで述べた緒方と古賀それぞれの人物像については作家であり、指導者でもあったふたりのほんの一部に過ぎない。今後も調査が必要で
ある。

―最後に、本展覧会開催にあたりご協力いただいた皆様に改めて感謝申し上げます。

参考文献
『愛と心 古賀忠雄彫塑展』 中央画廊、ギャラリー佐賀、佐賀印刷社、１９７６年
『日展史』 日展史編纂委員会企画・編集、１９８０年
『心のうた 古賀忠雄彫塑展』 佐賀県立博物館、福博印刷、１９８１年

【写真3】緒方（左）と古賀1955年
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『彫刻家 古賀忠雄の知られざる世界』 練馬区立美術館、大塚工藝社、１９８８年
『緒方敏雄 人と作品』 佐賀大学美術工芸科同窓会、佐賀大学美術工芸教室、緒方敏雄先生、回顧展実行委員会、佐賀大学文化教育学部彫刻研究室、佐賀印
刷、１９９８年

『日本彫刻会史：五十年のあゆみ』 日本彫刻会三十周年記念事業委員会、２０００年

註
１ 「塑像と素材―佐大の彫刻」展の目録等は、本書８－９頁を参照。
２ 佐賀大学教育学部特別教科教員（美術・工芸）養成課程の設置経緯及び、「特設美術科」から文化教育学部美術・工芸課程への経緯については中牟田彰「佐
賀大学教育学部美術・工芸教室（特設美術科）小史」（『美術・工藝教育學』第１号、１９９３年、１－１０頁）及びそれを加筆した前村晃「佐賀大学における美術・工芸
教室の変遷－〈特美〉の設置から今日まで－」（『佐賀大学開館記念展：美術・工芸教室６０年の軌跡Ⅰ－〈特美〉の育成者たち展図録、２０１３年、６９－７７頁』）に詳しい。

３ 日本美術展覧会。明治４０年に第１回文部省美術展覧会（略して文展）が開催。以降「帝展」「新文展」「日展」と名称を変え現在にいたる。－「公益社団法人日
展ホームページ（日展の歴史と現在（いま））」より抜粋
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はじめに

２０１７年１０月１７日より、およそ６か月間佐賀大学美術館にて「たたずむ女性たち―所蔵品に
みる女性像」を開催した。本展は「たたずむ」と「女性」という２つのタームを共通項として
様 な々技法で表現された当館所蔵の女性像を紹介するものであった。その中で、岩永京吉
《裸婦》（１９６３）［図１］と山本民二《暦年》は、当館所蔵となって初めて公開するもので、
ギャラリートークやワークショップでも中心的にとりあげる主要作品であった。１

本稿で取り上げる岩永京吉は、昭和中期から平成まで活動した現代画家である。「日本
画」という絵画ジャンルはこれまで繰り返し論じられてきたように２、明治期に流入した外国の油
彩画（西洋画）との技法的な違いのもと、日本の絵画芸術を守るというナショナルアイデンティ
ティを築く動きから、アーネスト・フェノロサや岡倉天心、九鬼隆一などを中心として確立したも
のである。このような新たな局面にあった近代美術界の流れを汲んだ中で活動することとなる岩
永は、いかに制作活動を行ったのであろうか。本稿では、当館所蔵《裸婦》が現代日本画家
の岩永にとっていかなるものであったかを考察することを目的とする。構成は、まず当時の日本
画の傾向を踏まえながら、岩永京吉の画業全体を概観する。次に、《裸婦》とその周辺に位
置する女性像を比較し、岩永の画業における《裸婦》の位置づけを行いたい。

1．岩永京吉の画業

岩永京吉（１９１７－２０１１）は、１９１７年に佐賀県鹿島市に生まれ、染物業を営む両親の下で
育った。１９３４年、１７歳の時に上京し、日本画家の小泉勝爾３に師事する。翌年に東京美術学
校（現東京藝術大学）の図画師範科日本画専攻に入学し、日本画家川崎小虎４のもとで日
本画を学んだ。東京美術学校を卒業後、１９３８年４月に長野県の中学校に教師として勤務
するが、アジア・太平洋戦争の勃発により応召し、ビルマなど海外へ兵士として派遣された。
終戦後、１９４６年に佐賀県に帰郷、佐賀県立鹿島中学校にて教鞭を執り、以降佐賀を活動の
拠点とした。岩永は３２歳の時に初めて公募展の佐賀美術協会展に《芙蓉》（１９４９）を出品、
受賞し、翌年に佐賀美術協会展の会員となり、戦後になって本格的な作家活動を始めることと
なる。
１９８２年に出版された『岩永京吉作品集』によると、作家自身で画業の傾向を５つの時代
に分けている。まず、第一期は１９３３～１９４５年で、日本画の制作を始めたごく初期から終戦ま
での期間である。岩永は第一期を「日本画を習いかけて戦争のためにぶち壊された時代」５

であったと語り、この期間の後半にはほとんどの制作活動が中止せざるをえなかった。第二期
は１９４６～１９５４年で、戦前の国粋主義から戦後の新しい思想へと思潮変革が影響し、日本画
の作品表現が大きく変化した時代で、制作には絵具を多く使用したという。またこの時期に生
涯の師となる日本画家の立石春美（１９０８－１９９４）と出会い、教えを請うようになった。第三期は
１９５５～１９６５年の中央の公募展へと志向していた時期で、日展出品を目指しつつ、自身の作

研究ノート

岩永京吉作品における女性像の一考察
―佐賀大学美術館所蔵《裸婦》（1963）を中心に

出口智佳子
佐賀大学美術館 学芸員

［図1］岩永京吉《裸婦》（1963）佐賀大学美術館

［図2］岩永京吉《阿弥陀仏》（1965）佐賀県立美術館
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品制作について思索していた。この時期に、第１０回日展にて《阿弥陀仏》（１９６５）［図２］が初めて入選した。これは、本稿の中心作品である
《裸婦》（１９６３）の２年後に描かれている。第四期は日展入選後、１９６６～１９７４年のモティーフが確立していた時期で、漁村風物を作品の主
題として定着していった。浜や漁村、そこで生きる人 を々多く描き、「絵を描くことが面白くなった」６と語っている。第五期として佐賀大学に勤めた
時期の１９７５～１９８２年頃を指している。第四期の漁村などのモティーフ確立から、これまでの制作を綜合する時期に差し掛かかり、却って様 な々
方向性に迷っていることを語っている。この期に画集『岩永京吉作品集』を出版した。第五期以降は、牡蠣の漁村をはじめ、家族や風景などを
モティーフとして積極的に取り入れた作品が多い。岩永はこれらをモティーフとして日展に出品し、２０１０年まで制作を続けた。

2．岩永京吉作品の初期から中期作品における女性像

《裸婦》（１９６３）は岩永作品の中で第三期にあたり、２０１０年まで制作を続けた彼にとって丁度、中期の作品ということができるであろう。《裸
婦》が岩永の画業においていかなる位置づけがなされるのかを比較するため、本節では、初期作品と中期作品の女性像を取り上げ、その傾向
をみていく。
岩永の画業、第一期と第二期（１９３３－１９５４）に該当する女性像は、中期と後期の作品といえる第四期と第五期（１９６６－１９８２）のものに比べ

て、伝統的な日本画の表現がなされているといえる。描かれたモティーフは、境界をはっきりとさせた輪郭線に、単一的な淡い色彩がほどこされ
ている。多くが《山荘の朝》（１９５３）［図３］のような着衣の女性で椅子にもたれたり、櫛などの女性性を象徴するようなアトリビュートを持たせたり
している［図４］。彼女たちの視線は鑑賞者と視線が交わることなく画面の外に向けられ、全体的にしとやかな雰囲気で描かれている。岩永の描

いた初期の女性像は生涯に渡って師事した立石春美から大きな影響を見ることができ
る。
立石春美は１９０８年、佐賀県佐賀郡大和町に生まれ、洋画家の梶原貫吾（１８８７－

１９５８）に見いだされ、画家を志すようになった。１９２８年より、浮世絵を得意とする鏑木
清方（１８７８－１９７２）門下の伊東深水（１８９８－１９７２）に師事し、立石自身も浮世絵、特
に美人画を多く描くようになる。２３歳の時に制作し、帝展で初入選を果たした《淑女》７

（１９３１）［図５］は、立石の高いデッサン力が表れ、簡潔な構図でありながら、しっとりと
した雰囲気を醸し出す作品である。１９５０年代以降になると、簡潔かつ清楚な女性像
の初期作品から発展し、内面への探求を表した画風へと変化する８。立石の内面性や
精神世界を表出する作風と、岩永における中期作品は共通ものを見出すことができる。
立石春美《寂》（１９７３）［図６］は、古代の石棺を描いたもので、輪郭をはっきりとさ
せて描いた美人画とは異なった筆致で描かれている。橙色を基調とし、様 な々色の絵［図5］立石春美《淑女》（1931）『立石春美展』（1991）20頁より

［図3］岩永京吉《山荘の朝》（1953）個人蔵 ［図4］岩永京吉《女像》（1950）岩永京吉美術館
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具を塗り重ね、それら色の微妙の変化を用いて中心主題である石棺を浮き上がらせ、神聖なものを
描いている。岩永京吉《阿弥陀仏》は群青色を基調とした中に鎮座する仏像を描き、青色の中に
は、黄色や橙色などが含まれ、作品の世界に重量感と奥行きを持たせている。これら２作品で描
かれているのは石棺と仏像で、世俗的なモティーフではない。石棺は古代の死後の世界を、仏像
は仏教の宗教世界をそれぞれ表現しており、精神的世界の産物を描いていることが共通していると
いえよう。さらに、立石春美《華の幻想》（１９７４）［図７］は、画面中央の女性を中心として、背後
に裸婦が二人描かれている。彼女たちの周りには白い花 や々蝶が配され、全体として三美神を想
起させる観念的な世界を表現している。立石においては、このような作品と世俗的なモティーフを扱
う美人画とは描き方ははっきりと異なっているといえる。石棺の塗り重ねられた橙色の絵具と、美人画
の女性の肌や着物の単一的な色彩を比べると、明らかにモティーフや意図によって、表現方法を区
別していたことがわかる。
一方、岩永においては、モティーフによる明確な描き分けはなされていないようだ。例えば、《暖
冬》（１９７２）［図８］は、女性と猫を描いた作品である。一人の女性が所在なげに膝の上に猫を抱
え座っている。画面右上に青い窓の断片が描かれているため、背景は白壁であることが予想され
る。白壁には、青色、橙色、翡翠色など様 な々色彩が施され、厚いマチエールによって画面全体が
浮き出ている。色彩やマチエールから、暖かな印象が与えられ、《暖冬》というタイトルよってさらに
その効果をあげていえよう。ここでは、美人画が描かれる際に、伝統的によく取り上げられるモティー
フ、「猫」と「女」が描かれている。岩永はこれらを描きながらも、その表現方法は《阿弥陀仏》と似
た筆致を用いている。初期にあたる第二期までの女性像は《山荘の朝》や《女像》（１９５０）［図３、
４］などがあるが、第三期に描いた《裸婦》（１９６３）や第四期にあたる《暖冬》の女性像とは異なっ
ていることがわかる。

3．岩永京吉《裸婦》（1963）の位置づけ

「裸婦」というモティーフは、伝統的な西洋絵画においては歴史画や寓意画の中で登場する。
例えば、女神ヴィーナスを描く時には裸の女性を描いたり、抽象概念を表出するために裸婦を用い
たりしていた。一方、西洋画を輸入する近代以前の日本画には、裸婦を中心的なモティーフとする
ことは少なく、女神であっても着衣の婦人像で描かれている。裸婦の寓意画を多く描き、外光派とし
て知られるフランス人画家のラファエル・コラン（１８５０－１９１６）［図９］は、黒田清輝（１８６６－１９２４）
をはじめ久米桂一郎（１８６６－１９３４）、岡田三郎助（１８６９－１９３９）など多くの日本人画家に影響を
与えた。黒田清輝は《智、感、情》（１８９７－１８９８）［図１０］において抽象的な概念を表すために金
地に裸婦を描いている。風俗画のジャンルにおいて裸婦を描いた黒田清輝《朝妝》（１８９５）は、
裸体画論争９を巻き起こし、明治はじめに裸婦画がいかに受容されていたかを示す手がかりを残し
ている。黒田は、キリスト教の祭壇画のような正面観を用い、イコン的な要素を意図して構成し、世
俗とは異なる抽象概念を《智、感、情》に表出させた１０。明治以降、黒田らの作品から徐 に々モ
ティーフとして裸婦は、受け入れられるようになり、近代的なモティーフとなる。
このような背景から岩永京吉《裸婦》（１９６３）も、単なる裸体の女性ではなく何らかの概念を表出
させたものと考えられる。本作品は、縦１３６cm、横９０cmの日本画で縦長の構図に少しうつむき左を
向いた一人の裸婦が描かれている。女性の明確な表情までは読み取りにくいが、基調色として使
用されている黄色によって、若さや明るさといった肯定的な意味合いを想起させる。ここでは、第二
期までに見られていた明瞭な輪郭線を用いた女性像とは異なり、モティーフの女性と黄色の背景と
の境界線は曖昧にされ、一見、平面的な印象を与えるが、実際には厚いマチエールが施され、作
品に存在感を与えている。特にごつごつした背景とさらさらとした裸婦の肌による意図的なマチエー ［図8］岩永京吉《暖冬》（1972）岩永京吉美術館

［図6］立石春美《寂》（1973）佐賀県立美術館

［図7］立石春美《華の幻想》（1974）佐賀県立美術館
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ルの差異は触覚的な効果を与えている。
岩永自身、本作品の制作日誌に黄色という色を「光の色、喜びの色」と位置付けている１１。この色は立石春美に諌められるほど１２繰り返し好ん
で用いたもので《裸婦》（１９６４）［図１１］にも全面的に配されている。明治以降の日本近代美術史におけるモティーフの裸婦や立石春美《華の
幻想》、さらに岩永自身の言及から、本作品は「光」や「喜び」などの肯定的な抽象概念を表出した寓意画であると言える。
本作品の２年後に、《裸婦》と同様のマチエールを用いた《阿弥陀仏》によって日展初入選を果たし、岩永は一つの到達点を迎える。第三
期を振り返り岩永は「岩絵具についての一つの技法を体得してい乍ら、おかしな話ですが、それまで忘れていた大事な「絵」をつくることをしきり
に考えました。描き潰しばかりでまとまった作品の少ない時期ですが、「阿弥陀仏」によって日展入選を果たし、終戦より２０年の苦節を経てやっ
と夢が一つ実った時です」１３と語っている。後に、描き続けることとなる《牡蠣を打つ母娘》（１９７９）［図１２］のような漁村や漁夫などは、主題や色
彩は変化しているが、《裸婦》（１９６３）や《阿弥陀仏》と同様の筆致で描いており、岩永の後期の作品にも受け継がれている。つまり、第三期は
岩永の画業全体の中で作品の方向性を決定した時期であり、中でも《裸婦》（１９６３）は画家自身のうちにある「光」や「喜び」を表現した作品
であると言える。

4．おわりに（結論）

本稿では岩永京吉画業を振り返り、画家自身が定めた５つの時期を踏まえながら、初期と中期の作品傾向や《裸婦》（１９６３）周辺作品から、
本作品の位置付けを試みた。まず、初期作品の女性像は、師の立石春美が描いたような輪郭線がはっきりとし、マチエールを多用せず単一的
な色彩を用いていた。その一方、美人画を得意とする立石春美は、《寂》や《華の幻想》といった抽象概念を表すような作品において、彼のそ

［図9］ラファエル・コラン 《フロレアル（花月）》（1886）アラス美術館 ［図10］黒田清輝《智、感、情》（1897－1898）東京国立文化財研究所

［図11］岩永京吉《裸婦》（1964）岩永京吉美術館

［図12］岩永京吉《牡蠣を打つ母娘》（1979）鹿島実業高等学校
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れまでの美人画には見られないざらざらとした画肌のマチエールを用いていた。彼らが活躍することとなる近代美術史の枠組みが形成されたの
は、西洋画の流入から大きな影響を受けている。明治期より黒田清輝らが抽象概念を表す寓意画のモティーフとして「裸婦」を紹介し、日本近
代美術に西洋絵画のモティーフを取り込んだ。岩永はこのような歴史的背景を持つ「裸婦」を主題に選びながら、裸体以外の《阿弥陀仏》など
にも、《裸婦》と同様のマチエールを施している。本作品は「裸婦」というモティーフや師の立石春美の作品傾向から、何らかの抽象概念を描
いた作品だと考えられる。岩永の本作品の制作日誌には黄色は「光の色、喜びの色」と残されており、立石から諌められるほど黄色を好んで用
いていた。《裸婦》は、当時の岩永における「光」や「喜び」という概念を表した寓意画であった言える。さらに、このような筆致の表現は後期作
品にも引き継がれ発展しており、第三期は岩永の画業全体の中で、作品の方向性を決定した時期であったと言うことができる。
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